
一
政
治
体
系
の
機
能
と
構
造

1

政

治

概

念

2

体

系

概

念

3

入
力
~
換
ー
出
力
図
式

4

能
力
の
プ
ロ
フ
ィ
ル

5

変
換
・
補
充
機
能

6

内

部

構

造

ニ
。
〈
ラ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
の
政
治
文
化

1

巨
視
的
理
論
と
微
視
的
理
論

2

政
治
志
向
の
諸
次
元

三

結

語

最
近
、
比
較
政
治
学
の
領
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
国
家
」
や
「
政
治
機
構
」
に
か
え
て
「
政
治
体
系
」
と
い
う
術
語
を
用
い
、

新
し
い
概
念
図
式
の
も
と
に
比
較
単
位
を
設
定
す
る
傾
向
が
次
第
に
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
も
っ
と
も
先
駆
的
な
試
み
は
、

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

ー

ー

ー

G
.
A
・
ア
ー
モ
ソ
ド
の
理
論
を
中
心
と
し
て
1

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一

断
面

山

J I l 

―
二
七 雄

巳
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機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

(
1
)
 

K
・
レ
ー
ヴ
ェ
ソ
シ
ュ
ク
イ
ソ
に
よ
っ
て
一
九
五
三
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
同
じ
年
に
、
政
治
理
論
の
領
域
に
お
い
て
、

(
2
)
 

治
体
系
」
概
念
を
理
論
史
的
・
方
法
論
的
に
基
礎
づ
け
た
D
・
イ
ー
ス
ト
ン
の
『
政
治
体
系
論
』
が
現
わ
れ
た
。
か
れ
ら
は
、
比
較

政
治
学
と
そ
れ
を
ふ
く
め
た
政
治
学
全
体
が
必
要
と
す
る
一
般
理
論
を
「
政
治
体
系
」
概
念
に
象
微
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
比

較
政
治
学
で
は
、
新
し
い
概
念
図
式
構
成
の
試
み
が
、

R
.
C
・
マ
ク
リ
デ
ィ
ス
、

D
・
ア
プ
ク
ー
、

S
.
E
・
ア
イ
ゼ
ン
シ
ュ
ク

(

3

)

 

ッ
ト
ら
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
ほ
ぼ
同
様
な
志
向
は
次
第
に
幅
合
さ
れ
て
、
統
一
的
形
式
に
組
織
さ
れ
る
傾
向
に

あ
る
。
こ
の
間
に
あ
っ
て
、

一
九
五
六
年
の
論
文
「
比
較
政
治
体
系
論
」
以
来
こ
こ
一

0
年
間
に
わ
た
っ
て
、
実
証
的
調
査
研
究
と

平
行
し
て
理
論
的
枠
組
の
開
発
に
粘
り
強
い
努
力
を
か
さ
ね
、
比
較
政
治
学
を
基
盤
と
す
る
政
治
体
系
理
論
の
発
展
に
、
あ
る
指
導

(
4
)
 

的
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
の
は
、

G
。
A
・
ア
ー
モ
ン
ド
で
あ
る
。
か
れ
の
政
治
体
系
理
論
は
、
政
治
学
に
お
け
る
機
能
的
体
系
理

論
の
一
典
型
で
あ
る
が
、
機
能
主
義
は
社
会
科
学
の
方
法
論
的
基
礎
と
し
て
、
か
な
ら
ず
し
も
問
題
の
余
地
の
な
い
も
の
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
分
析
哲
学
者
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ネ
ー
ゲ
ル
は
、

マ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
や
ラ
ド
ク
リ
フ
11
プ
ラ
ウ
ン
の
文
化
人
類
学
を
は
じ
め

と
す
る
社
会
科
学
に
お
け
る
機
能
主
義
の
機
能
概
念
を
分
析
し
、
す
く
な
く
と
も
六
種
の
機
能
概
念
が
混
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
(
5
)
 

ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
か
れ
は
機
能
主
義
が
方
法
論
的
に
十
分
な
統
一
性
と
明
晰
性
を
獲
得
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
、
方
法
論
的
具
体
化
の
多
様
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
機
能
主
義
が
経
験
科
学
方
法
論
の
一
形
態
で
あ
り
、
機
能

(function)

と
い
う
術
語
が
数
学
に
お
け
る
関
数
概
念
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
対
象
を
そ
の
変
数
間
の
相
互
依
存

、
、
、

関
係
に
お
い
て
分
析
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
オ
リ
ニ
ソ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
本
質
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
一
般
的
に
承
認
さ
れ
て

い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
実
体
的
範
疇
を
基
礎
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
作
用
連
関
に
よ
っ
て
世
界
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
思
考
様

式
が
人
間
に
関
す
る
科
学
に
滲
透
し
て
き
た
の
は
な
ん
と
い
っ
て
も
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
厳
格
な
方
法
論
的
斉
一
性
が
そ

ー
ニ
八

「政
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R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
 "
に
足
を
ふ
み
だ
し
た
と
き
、
二
つ
の
科
学
分
野
の
隣
接
性
か
ら
し
て
、
パ
ー
ソ
ン
ス
の
理
論
は
、
あ
る
政
治
学
者
た

ち
に
と
っ
て
一
種
の
論
理
的
範
型
と
し
て
映
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
バ
ー
ソ
ン
ス
の
影
響
は
、
す
で
に
イ
ー
ス
ト
ン

(
8
)
 

に
よ
る
政
治
体
系
概
念
構
成
の
場
合
に
か
な
り
著
し
く
現
わ
れ
て
い
る
。
ア
ー
モ
ン
ド
に
つ
い
て
い
え
ば
、
か
れ
も
、
い
ま
の
べ
た

第
一
点
お
よ
び
第
二
点
の
双
方
に
お
い
て
。
＾
ー
ソ
ン
ス
の
理
論
を
積
極
的
に
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
論
文
で
は
、
私
は
、

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

ン
ス
は
、

れ
に
欠
け
て
い
る
の
は
当
分
や
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
す
れ
ば
、

R
。
K
。
マ
ー
ト
ン
が
試
み
た
よ
う

(
6
)
 

な
、
行
動
科
学
の
分
野
に
お
け
る
機
能
分
析
で
用
い
ら
れ
る
諸
概
念
の
系
統
的
整
理
と
逆
機
能

(
d
y
s
f
u
n
c
t
i
o
n
)
概
念
の
発
見
や
、

パ
ー
ソ
ン
ス
お
よ
び
そ
の
影
響
の
も
と
に
理
論
を
展
開
し
た
レ
ヴ
ィ
な
ど
の
構
造
。
機
能
分
析
に
よ
る
機
能
主
義
的
体
系
理
論
の
定

(
7
)
 

式
化
へ
の
努
力
が
高
く
評
価
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
か
で
も
。
＾
ー
ソ
ン
ス
の
行
為
の
一
般
理
論
と
社
会
体
系
理
論
は
機
能
主
義
的

立
場
を
と
る
人
々
に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
こ
こ
で
は
二
つ
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
第
一
は
行
為
理
論
の

問
題
で
あ
る
。
か
れ
ば
、

ウ
ェ
ー
バ
ー
の
社
会
理
論
の
影
響
の
も
と
に
、

い
わ
ゆ
る
行
動
主
義
を
拒
け
、
人
間
行
動
の
内
面
的
世
界

を
重
視
し
つ
つ
、
社
会
体
系
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
体
系
、
文
化
体
系
と
い
う
相
互
に
連
関
す
る
三
つ
の
セ
ク
ク
ー
の
綜
合
的
統
一
理

論
を
厳
密
な
論
理
構
成
に
よ
っ
て
枠
組
づ
け
、
利
用
価
値
の
高
い
種
々
の
術
語
を
開
発
し
た
。
第
二
は
、
体
系
理
論
の
問
題
で
あ
る
。

。
^
,
＇
ソ
ン
ス
は
機
能
主
義
的
立
場
か
ら
す
る
体
系
的
な
理
論

(
s
y
s
t
e
m
a
t
i
c
t
h
e
o
r
y
)

の
概
念
を
、
変
数
の
関
数
的
相
関
か
ら
構
成

さ
れ
る
全
体
の
概
念
に
結
び
つ
け
、
機
能
的
体
系

(
t
h
e
f
u
n
c
t
i
o
n
a
l
 s
y
s
t
e
m
)

の
理
論
を
、
社
会

(society)

の
地
平
に
お
い
て

展
開
し
た
。
こ
れ
を

s
y
s
t
e
m
a
t
i
c
t
h
e
o
r
y
 
か
ら

s
y
s
t
e
m
i
c

t
h
e
o
r
y

へ
の
転
換
と
し
て
規
定
し
て
よ
い
か
と
思
う
が
、
パ
ー
ソ

こ
の
立
場
の
社
会
学
に
お
け
る
先
駆
者
で
あ
り
代
表
者
な
の
で
あ
る
。

ー
ニ
九

ア
ー
モ
ン
ド
の
政
治
体
系
理
論
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
機
能
主
義
的
性
格
を
若
干
の
基
礎
的
側
面
に
お
い
て

政
治
学
が
社
会
学
に
や
や
遅
れ
て

'
S
y
s
t
e
m
i
c
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(
1
)
K
・
Lけ
wenstein,
"
 Political S
y
s
t
e
m
s
•
I
d
8
l
o

四
g
g
d

Institutions"The Problem of 
their 
Circulation, "
 T
h
e
 Western Political 

Q
g月
,rly,
Vol. VI•No. 

4
 (
三
宅
一
郎
訳
、
『
法
学
論
溺
』
第
七
C
巻
第
二
号
所
収
）
、
拙
稿
「
K
・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
ク
ィ
ン
の
政
治
体
系
理
論
」
（
『
法
学

論
集
』
第
一
四
巻
第
四
・
五
・
六
合
併
号
所
収
）
を
参
照
。

(
2
)
D
.
 Easton, 
T
h
e
 Political System・; 
A
n
 Inquiry into 
the State of Political 
S
c
i
g
8
“
1
9
5
3
.
拙
稿
「
政
治
体
系
の
概
涵
」
日
（
『
法
学
論
集
』

第
一
三
巻
第
三
号
所
収
）
を
参
照
。

(
3
)
K
.
 Loewenstein., Political P
o
w
e
r
 a
n
d
 the Governmental Procgs, 1957 ;
 R. C. 
Macridis and R. Cox, "Research in 
Comparative 

Politics, "
 Am
e
r
i
c
a
n
 Political 
Science 
R
e
v
i
e
w
`
V
o
l
.
 L
X
V
I
I
,
 641,657 
(September 1953) ;
 Macrisis, 
T
h
e
 Stuty of 
Comparative 

Government, 1955; 
Macridis a
n
d
 
B
r
o
w
n
 eds., 
Comparative Politics, 
1961; 
Macridis a
n
d
 R. 
E. 
W
a
r
d
,
 
eds., 
M
o
d
e
r
n
 
Political 

Systems :
 Europe, 1963 ;
 D. Apter, "
A
 Comparative 
M
e
t
h
o
d
 
for 
the S
t
u
d
y
 of 
Politics,'̀
American 
Journal of 
Sociology, Vol. 

L
X
I
V
,
 221,237 
(
N
o
v
e
m
b
e
r
 
1958) ;
 Ibid., 
T
h
e
 G
o
l
d
 
Coast in 
Transition, 
1959; S
•
N
•
Eけ
e
n
s
t
a
d
t
,

Essays 
o
n
 the 
Sociological 

A
s
p
g窃

of
Political 
and E
c
o
n
o
m
i
c
 D
e
v
e
l
o
p
m
g
t
,
 1961 ;
 Ibid., 
T
h
e
 Political S
y
s
t
e
m
s
0
f
 Empires, 1963. 

(
4
)
G
a
b
r
i
e
l
 A
b
r
a
h
a
m
 A
l
m
o
n
d
 (
1
9
1
1
|）
は
、
シ
カ
ゴ
大
学
出
身
、
ソ
シ
ア
ル
・
サ
イ
ニ
ン
ス
・
リ
サ
ー
チ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
の
フ
ェ
ロ
ー
、
プ
ル
ッ
ク
リ

ソ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
政
治
学
講
師
を
経
て
、
戦
時
中
、
政
府
機
関
に
勤
務
し
、
そ
の
後
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
政
治
学
準
教
授
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
国
際
関
係
論
教
授
、

イ
ェ
ー
ル
大
学
政
治
学
教
授
を
経
て
、
現
在
ス
ク
ソ
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
政
治
学
教
授
で
あ
る
。
か
れ
は
ま
た
ソ
ツ
ア
ル
・
リ
サ
ー
チ
・
カ
ウ
ン
ツ
ル
の
理
事
で
、
比

較
政
治
部
会
の
議
長
で
あ
っ
た
。
著
書
と
し
て
は
、

T
h
e
A
m
e
r
i
g
n
 p
8
p
i
e
 
a
n
d
 
the Foreign 
Policy, 
1950 ;
 Th
e
 Appeal 
of 
C
o
m
m
u
n
i
s
m
,
 

1954 ;
 Th
e
 Civic Culture"Political 
A
t
t
i
t
u
d
g
a
n
d
 
D
e
m
o
c
r
a
c
y
 
in 
Five 
Nations̀
1963 (with 
Sidney 
Verba)
共
筵
零
省
書
に
、

T
h
e

Strui匹
gle
for D
e
m
o
c
r
a
c
y
 in 
G
e
r
m
a
n
y
,
 1949; T
h
e
 Politigof Developing 
Areas, 1960
な
ど
が
あ
る
。

ア
ー
モ
ン
ド
に
は
こ
の
他
多
数
の
雑
誌
論
文
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
政
治
体
系
理
論
に
関
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
論
文
が
あ
る
。
本
文
で
の
引
用
の
便
宜
の
た

め
、
引
用
度
の
高
い
論
文
は
略
記
号
を
も
っ
て
あ
ら
わ
す
こ
と
に
し
た
。

G. 
A. A
l
m
p
n
d
,
 "Comparative Political Systems," Journal of 
Politics, Vol•XVII 

(Aug. 
1956), 
pp. 
391-409
r`eprinted in 
Eulau, 

Eldersfeld 
a
n
d
 Janowitz eds., 
Political Behavior•1956, 

pp. 
34-42. • • 
・
；
・
略
印
四
号

"
C
P
S
"
。
引
用
は
ユ
ー
ロ
ー
等
の
編
蛋
だ
に
収
め
ら
れ
た
も

の
に
よ
り
お
こ
な
う
。
数
字
は
同
書
の
ベ
ー
ジ
付
．

r
と
か
ー
は
、
同
書
の
右
欄
ま
た
は
左
欄
を
さ
す
。

Ibid, 
"
 A
 Comparative Study of Intergt G
r
o
u
p
s
 a
n
d
 the 
Political 
Process," A
m
e
r
i
c
a
n
 Political 
Science Review, Vol. LIi•No. 

l
 

(
M
a
r
c
h
 1958), 
pp. 
27(
函
2.

Ibid., 
"
A
.
 F
u
n
c
号
n
巴

A
p
p
r
o
a
c
h
to 
Comparative 
Politics," 
in 
A
l
m
o
n
d
 a
n
d
 J. 
S. 
C
o
l
e
m
a
n
 
eds., T
h
e
 Politics0f
庄
e
Developing 

Areas, 1960, pp. 3,64・
……呻『
H
i
ユ
っ
．
「
F
A
C
P
'
;
,

検
討
し
た
い
と
思
う
。

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

一
三
〇
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ー

Ibid., 
"PolitigI S
y
s
t
e
m
s
 a
n
d
 Political 
C
h
a
n
g
e
,
"
 A
m
e
r
i
c
a
n
 Behavioral Scientist, 
Vol. 
V
I
 (1963), 
pp. 3
,
1
0
.
·
•
•

…
認f
B匹
号
"
P
S
P
C
"
"

A
l
m
o
n
d
 a
n
d
 Sidney V
e
rぽ
,
T
h
e
 Civic Culture"Political Attitudes a
n
d
 D
e
m
o
c
r
a
c
y
 in 
Five 
Nations̀
1963.・
…
・
・
略
記
号

"
C
C
"
。

A
l
m
o
n
d
,
 "
A
 D
e
v
e
l
o
p
m
g巨

A
p
p
r
o
a
c
h
to 
Political 
Systems," 
W
o
r
l
d
 Politics, Vol•:XVII, 

N
o
.
 2
 G
a
n
.
 1965), 
pp. 1翠

2
1
4
.
·
•
•

…
略

記
号

"
D
A
P
S
"
0

(5)

`
E•Nagel, 

S
t
r
u
g
u
r
e
 of Science, 
1961, 
pp. 
520'535. 

(
6
)
C
f
.
 R. 
K. 
Merton, Social 
T
h
8
r
y
 a
n
d
 
Social 
Structure, 
rev. 
ed., 
1957. (
森
•
森
・
金
沢
・
中
島
訳
）C
h
a
p
.1, 
2, 
3
 ;
 in 
addition, 

see 
W
.
 G. R
g
c
i
m
a
n
,
 Social Science a
n
d
 Political 
T
h
8
r
y
,
 1963, 
(
川
上
源
太
郎
訳
）

C
h
a
p
2, 
6. 

(
7
)
C
f
.
 T
.
 Parsons,. E
器
ays
in 
Sociologigl T
h
8
r
y
,
 rev. 
ed., 1954••pp. 

212£; Ibid., 
T
h
e
 Social 
System, 
1951, 
pp. 
llf. ;
 
M•Levy, 

Jr••The 

Structure of Society, 
1952. 
・
＾
ー
ソ
ソ
ス
と
レ
ヴ
ィ
の
細
四
造
・
幽
定
胆
分
析
に
に
関
し
て
は
、
わ
が
国
に
も
大
量
の
研
究
論
文
が
あ
る
。

(

8

)

拙
稿
・
「
政
治
体
系
の
概
念
」
日
（
前
掲
）
を
参
照
さ
れ
た
り
そ
の
後
、
イ
ー
ス
ト
ン
は
、
政
治
体
系
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
分
析
ー
か
れ
の
い
う

"!;iystems 
A
n
a
l
y
s
i
s
"
1

に
精
力
を
注
い
で
い
る
。
C
f
•
D
.Easton, 
"
 A
n
 A
p
p
r
o
a
c
h
 
t;, 
the 
Analysis of 
Political 
Systems," 
W
o
r
l
d
 

P
o
l
i
t
i
8
A
p
r
i
l
 
1957 
(
京
極
純
一
訳
『
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
』
一
九
五
七
年
十
月
号
）
;
Ibid., 
A
 
F
r
a
m
e
w
o
r
k
 for 
Politig1 
Analysis, 
1965 ;
 Ibid, 
A
 

S
沼
t
g
n
s
Analysis of Political 
Life, 
1965. 

政
治
体
系
の
機
能

ア
ー
モ
ン
ド
の
政
治
体
系
概
念
は
、
も
と
も
と
比
較
政
治
学
の
た
め
に
、
従
来
の
国
家
概
念
に
代
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
と
の
関
連
を
考
慮
し

て
構
成
さ
れ
て
い
る

(
C
P
S
,
351-r)
。
も
っ
と
も
、
か
れ
は
国
家
体
系
だ
け
を
政
治
体
系
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

(cf.
C
P
S
`
.
 351)
。
国

で

1
)

家
の
概
念
は
き
わ
め
て
多
義
的
で
、
一
四
五
種
も
の
定
義
が
あ
る
と
さ
え
い
わ
れ
る
が
、
ア
ー
モ
ン
ド
は
国
家
概
念
を
引
照
し
つ
つ
、
政
治
体
系
に

お
け
る
「
政
治
的
な
も
の
」
の
標
識
を
探
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
か
れ
が
妥
当
な
も
の
と
し
て
依
拠
す
る
の
は
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ

(

2

)

(

3

)

 

ー
の
見
解
で
あ
る

(loc.
cit.)
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
「
社
会
学
的
に
み
る
な
ら
ば
、
政
治
団
体
と
国
家
は
そ
の
活
動
の
内
容
か
ら
定
義
さ
れ
え
な
い
」

と
し
、
す
べ
て
の
政
治
団
体
に
固
有
な
手
段
た
る
物
理
的
強
制
力
に
着
目
し
て
国
家
お
よ
び
政
治
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
「
国
家
と
は
、
ー

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

定
の
地
域
内
に
お
い
て

i

こ
の
「
領
土
」
は
国
家
の
標
識
の
―
つ
で
あ
る
|
ー
正
統
な
物
理
的
強
制
力
の
独
占
を
有
効
に
要
求
す
る
と
こ
ろ
の
人

(
4
)
 

間
共
同
体
で
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
国
家
は
、
「
歴
史
上
こ
れ
に
先
行
し
た
政
治
団
体
と
同
様
に
、
正
統
な
（
す
な
わ
ち
正
統
と
認
め
ら

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

三
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機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

言

(
5
)
 

れ
た
）
強
制
力
と
い
う
手
段
な
甚
礎
と
す
る
と
こ
ろ
の
、
人
間
に
対
す
る
人
間
の
支
配
関
係
で
あ
る
」
（
傍
点
原
文
ゲ
シ
ュ
ペ
ル
ト
）
。
国
家
は
強

制
力
行
使
「
権
」
の
唯
一
の
源
泉
で
あ
っ
て
、
政
治
と
は
「
国
家
間
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
其
国
内
的
な
人
間
集
団
間
で
あ
る
か
の
区
別
な
く
、
権

(
6
)
 

力
に
関
与
せ
ん
と
し
、
ま
た
は
権
力
分
配
に
影
響
を
及
ぼ
そ
う
と
す
る
努
力
で
あ
る
」
。
一
九
五
六
年
論
文
で
は
ア
ー
モ
ン
ド
は
こ
れ
に
若
干
の
コ

メ
ン
ト
を
加
え
つ
つ
、
「
究
極
的
・
包
括
的
か
つ
正
統
的
な
物
理
的
強
制
力
の
行
使
」
こ
そ
政
治
の
標
識
だ
と
し
て
、
政
治
体
系
を
「
物
理
的
強
制

の
威
嚇
に
よ
っ
て
バ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
さ
れ
た
諸
決
定
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
の
諸
役
割
の
型
相
化
さ
れ
た
相
互
作
用
〔
の
全
体
〕
」
と
定
義
し

(
C
P
S
,

35r)
、
政
治
体
系
の
機
能
は
「
強
制
を
通
し
て
の
秩
序
の
維
持
」
に
あ
る
と
し
て
い
る
が

(
C
P
S
,
351)
、
「
正
統
的
物
理
的
強
制
力
」
を
も
っ
て
政

治
の
標
識
と
す
る
ア
ー
モ
ン
ド
の
考
え
方
は
、
そ
の
後
も
変
っ
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
一
九
六

0
年
論
文
で
は
、
ウ
ェ
ー
・
ハ
ー
、
シ
ャ
ペ
ラ
、

(
7
)
 

レ
ヴ
ィ
、
ラ
ス
ウ
ェ
ル
11

カ
プ
ラ
ン
、
イ
ー
ス
ト
ン
に
よ
る
政
治
の
概
念
化
を
検
討
し
て
い
る
が
、
結
局
か
れ
が
と
っ
て
い
る
の
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー

の
国
家
概
念
を
引
照
し
つ
つ
、
こ
れ
を
未
開
社
会
や
変
革
過
程
に
あ
る
社
会
の
政
治
体
系
に
も
適
用
し
う
る
よ
う
に
拡
張
す
る
と
い
う
方
法
で
あ

る
。
こ
れ
は
近
代
国
家
に
お
け
る
「
正
統
な
物
理
的
強
制
力
の
独
占
」
の
概
念
か
ら
「
独
占
」
を
と
り
除
き
、
「
正
統
な
」
に
「
多
か
れ
少
な
か
れ
」

と
い
う
限
定
詞
を
加
え
る
こ
と
で
果
さ
れ
る

(
F
A
C
P
,
7
~
)。
一
九
六
五
年
論
文
で
も
、
イ
ー
ス
ト
ン
、
ラ
ス
ウ
ェ
ル1
1カプ
ラ
ン
、
ダ
ト
ル
の
政

治
概
念
に
言
及
し
な
が
ら
、
か
れ
ら
の
概
念
化
に
共
通
す
る
標
識
を
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
「
正
統
な
物
理
的
強
制
力
」
に
求
め
て
い
る

(
D
A
P
S
,
1
9
1
1
 

192)
。
ア
ー
モ
ン
ド
に
よ
れ
ば
、
「
正
統
な
物
理
的
強
制
力
は
、
政
治
体
系
に
そ
の
特
質
な
い
し
特
徴
と
体
系
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
与
え
つ
つ
、

そ
の
入
力
か
ら
出
力
ま
で
縫
い
貫
い
て
い
る
糸
な
の
で
あ
る
」

(
FA
C
P
,
 7
;
 D
A
P
S
,
 192)
。

(1)C•H. 

Titus, 
"
A
 No
r
n
g
c
l
a
t
u
r
e
 in 
Political 
Science, "
 Am
e
r
i
c
a
n
 Political 
Science 
R
e
v
i
e
w
,
 Vol. 
X
X
V
 
(1931)•451g. 

(
2
)
ア
ー
モ
ソ
ド
が
参
照
を
求
め
て
い
る
の
は
、
H
•
H
G
e
r
t
h
 a
n
d
 C. 
W
.
 Mills, 
F
r
o
m
 M
a
v
 W
e
b
e
r
:
 Essays in Sociology•New 

York•1946 

中
の
「
職
業
と
し
て
の
政
治
」
で
あ
る
。

(
3
)
M
.
 W
e
b
e
r
,
 "Politik ・als 
Beruf," G
e
s
a
m
m
e
l
t
e
 Poli
荷
h
e
Schriften, 
S. 
396. 

(
4
)
a
.
 a. 
0., 
S. 
397. 

(
5
)
a
.
 a. 
0. 
S. 
397. 

(
6
)
a
.
 a. 
0., 
so'397. 

(
7
)
M
月
W
e
b
e
r
,

＾^Politics
as Vocation "
 ;
 
I
.
 

Schapera, 
G
o
v
e
r
n
B
g
t
 a
n
d
 
Politics 
in Tribal 
Societies, 
1956; 
M
.
 Levy, Jr.,_ 
T
h
e
 

Structure of S8iety•1952; 

H•D. 

Lasswell a
n
d
 
A•Kaplan, 

P
o
w
e
r
 a
n
d
 
Society•1950, 

D
.
 Easton, T
h
e
 Political 
System, 1953. 
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2
 

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

ア
ー
モ
ン
ド
は
、
一
九
五
六
年
の
「
比
較
政
治
体
系
論
」

(
C
P
S
)

に
お
い
て
、
イ
ー
ス
ト
ン
と
と
も
に
政
治
学
へ
の
体
系
理
論
導
入
の
必
要

を
認
め
、
と
く
に
比
較
政
治
学
に
と
っ
て
行
為
の
体
系
の
概
念
が
有
益
で
あ
る
と
し
た
(
C
P
S
•
3

含

•
4
2
r
)

。
一
般
論
と
し
て
い
え
ば
、
行
為
の
生

起
す
る
場
合
e
l
d
)

は
、
四
次
元
の
型
相
化
し
た
連
関
的
な
過
程
の
連
続
体
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ま
で
政
治
過
程
論
で
田
い
ら
れ
て
い
た
過
程
概

念
は
、
こ
う
し
た
一
般
的
意
味
に
照
せ
ば
、
か
な
り
バ
イ
ア
ス
を
帯
び
た
も
の
で
あ
っ
て
、
構
造
的
安
定
性
を
前
提
と
し
た
機
能
的
循
環
過
程
を
意

(
1
)
 

味
し
た
。
比
較
政
治
学
の
急
速
な
発
展
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ま
で
開
発
さ
れ
て
き
た
政
治
過
程
論
と
政
治
行
動
論
を
組
織
的
に
動
員
す
る
こ
と
が
望

(
2
)
 

、
、
、
、
セ
ッ
ト
ッ
ス
テ
ム

ま
し
い
が
、
こ
の
観
点
に
立
っ
て
み
る
と
、
む
し
ろ
循
環
過
程
の
組
、
ま
た
体
系
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う

(cf.CPS•35r; 

F
A
C
P
,
 7)
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
欅
造
的
変
動
と
い
う
よ
り
広
い
過
程
概
念
へ
の
展
望
も
開
か
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
ア
ー
モ
ン
ド
が

「
行
為
の
一
般
的
型
相
化
」
と
し
て
の
過
程
概
念
を
「
難
点
」
が
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
に
か
え
て
体
系
概
念
を
選
ん
だ
(
C
P
S
,
3
4
r
-
3
5
l
)
と
き
、
明

示
的
で
は
な
い
が
右
の
よ
う
な
配
慮
が
慟
い
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。
こ
こ
で
「
体
系
」
は
、
パ
ー
ソ
ン
ス
11

シ
ル
ズ
に
従
っ
て
、
①
互
に
関
連
し
あ

う
諸
要
素
の
ま
と
ま
っ
た
全
体
、
②
単
位
間
の
相
互
作
用
の
相
互
依
存
性
、
⑧
相
互
作
用
の
安
定
性
（
動
的
均
衡
）
、
を
そ
の
概
念
要
素
と
し
、
役

(
3
)
 

割
を
そ
の
単
位
と
す
る
と
さ
れ
て
い
る

(Joe.
cit.)
。
つ
ぎ
に
現
わ
れ
た
一
九
六

0
年
の
論
文

(
F
A
C
P
)

で
は
、
体
系
の
概
念
要
素
そ
の
も
の
に

つ
い
て
の
展
開
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
し
、
機
能
主
義
を
確
率
論
的
論
理
で
基
礎
づ
け
よ
う
と
し
、
体
系
の
入
カ
ー
出
カ
モ
デ
ル
を
提
出
し

て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
九
六
三
年
お
よ
び
一
九
六
五
年
の
論
文

(
P
S
P
C
;
D
A
P
S
)

で
は
、
六

0
年
の
モ
デ
ル
を
ふ
ま

え
て
、
政
治
変
動
論
を
扱
い
う
る
よ
う
に
政
治
体
系
理
論
を
拡
張
す
る
た
め
機
能
的
体
系
理
論
に
再
検
討
を
加
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
体
系
の
基

本
的
要
素
の
概
念
化
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
こ
＾
D
A
P
S
"
で
は
、
①
機
能
的
要
件
、
②
相
互
依
存
、
⑧
均
衡
、
が
体
系
の
概
念
要
素
と

し
て
あ
げ
ら
れ
、
体
系
は
「
社
会
的
均
衡
を
維
持
す
る
よ
う
な
仕
方
で
諸
機
能
を
遂
行
し
つ
つ
あ
る
諸
構
造
の
相
互
依
存
的
な
相
互
作
用
」
と
規
定

さ
れ
て
い
る

(
1
器
ー
1
8
6
)
。
用
語
法
が
周
到
に
な
り
、
定
義
も
以
前
に
比
し
て
洗
錬
さ
れ
て
は
い
る
が
、
「
相
互
作
用
し
つ
つ
あ
る
諸
役
割
の
セ
ッ

ト」

(
C
P
S
,
.
3
5
r
)

と
い
っ
て
い
た
と
き
と
同
様
に
、
主
と
し
て
パ
ー
ソ
ン
ス
11

シ
ル
ズ
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ア
ー
モ
ン
ド
も
、
パ
ー
ソ
ン
ス
な
ど
の
機
能
的
体
系
理
論
に
対
し
て
種
々
の
批
判
が
あ
る
こ
と
を
、
知
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
か
れ
自
身
が
一

九
五
六
年
論
文
で
、
パ
ー
ソ
ソ
ス
の
社
会
体
系
と
役
割
の
理
論
は
、
第
一
次
集
団
を
モ
デ
ル
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
国
家
や
国
際
体
系
の

(
8
)
R
.
 D
a
h
l
,
 
M
&
e
m
 Political 
Analysis, 
1963. 

言
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機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

一
三
四

よ
う
な
マ
ク
ロ
コ
ス
｀
、
、
ソ
ク
な
社
会
体
系
を
扱
う
た
め
に
は
概
念
装
備
が
不
十
分
だ
と
述
べ
て
い
た

(
C
P
S
,
3
5
1
)

。
そ
し
て
一
九
六
五
年
論
文
で

(
4
)
 

は
、
C
.
G
•

ヘ
ン
ベ
ル
と

A
.
w
．
ゴ
ー
ル
ド
ナ
ー
な
ど
に
よ
る
機
能
的
体
系
理
論
批
判
を
う
け
と
め
よ
う
と
し
て
い
る

(
D
A
P
S
,

1
8
6
-
1
8
9
)

。

し
か
し
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ア
ー
モ
ソ
ド
の
機
能
的
体
系
理
論
に
対
す
る
信
頼
が
ゆ
ら
ぐ
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
。
＾
ー
ソ
ン
ス
的
概
念
を
機

能
主
義
的
な
一
般
的
体
系
概
念
の
一
例
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
般
的
な
そ
し
て
あ
る
意
味
で
は
よ
り
特
殊
な
体
系

(
g
e
n
e
r
i
c

s
y
s
t
e
m
)

概
念
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
傾
向
を
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ア
ー
モ
ン
ド
が
有
機
体
や
機
械
の
シ
ス
テ
ム
と
の
明
示
的
な
ア
ナ
ロ
ジ
ー

を
、
あ
え
て
お
こ
な
う
に
至
っ
た
こ
と
と
シ
ス
テ
ム
理
論

(
s
y
s
t
e
m
i
c

t
h
e
o
r
y
)

と
い
う
術
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
見
出
し
う
る
で
あ
ろ
う

(
D
A
P
S
,
 1
8
5
)

。
単
な
る
直
喩
で
は
な
く
、
方
法
論
的
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
し
て
、
こ
れ
が
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、
自
然
科
学
の
領
域
自
体
で
、
機
能

主
義
的
な
体
系
の
一
般
理
論
が
あ
る
程
度
以
上
発
達
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
、
現
に
電
子
工
学
を
主
た
る
基
盤
と
す
る

(
5
)
 

理
論
と
技
術
の
急
激
な
進
歩
が
、
シ
ス
テ
ム
理
論
と
シ
ス
テ
ム
工
学
の
巨
大
な
展
望
を
開
き
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
ア
ー
モ
ン
ド
は
、
一
九
五
八
年

以
来
五
年
間
に
わ
た
っ
て
、
シ
ド
ニ
ー
・
ヴ
ァ
ー
バ
と
共
同
で
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
の
援
助
の
も
と
に
、
市
民
文
化
に
関

(
6
)
 

す
る
五
カ
国
の
国
別
比
較
調
査
研
究
を
お
こ
な
っ
た
が

(
c
f
.
C
C
,
4
3
-
4
6
)

、
こ
の
研
究
で
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
推
計
学
的
方
法
と
電
子
計

算
機
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
大
量
情
報
処
理
方
法
は
、
か
れ
を
自
然
科
学
的
一
般
体
系
理
論
の
~
界
に
親
し
ま
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う

い
う
角
度
か
ら
み
る
と
、
一
九
六

0
年
論
文
は
―
つ
の
転
換
を
画
す
重
要
な
位
置
を
し
め
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
初
め
て
確
率
論
的

ー
推
計
学
的
論
理
へ
の
志
向
が
明
確
に
う
ち
出
さ
れ
、
機
械
工
学
や
電
気
工
学
で
ッ
ス
テ
ム
の
作
動
（
特
に
制
御
問
題
に
関
連
し
て
）
を
分
析
す
る

た
め
に
常
用
さ
れ
て
い
る
入
カ
ー
系
ー
出
力
図
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
六
五
年
論
文
は
、
こ
の
図
式
を
よ
り
整
合
的
に
利
用
し
な
が

ら
、
六

0
年
論
文
の
概
念
図
式
を
徹
底
的
に
改
訂
し
た
政
治
体
系
の
概
念
図
式
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
観
察
に
よ
れ
ば
、
体
系
概
念
に
つ
い
て
は
、

動
機
か
ら
政
治
体
系
の
概
念
に
接
近
し
た
の
で
あ
る
が
、
行
動
科
学
的
機
能
的
体
系
理
論
を
経
由
し
て
、
次
第
に
よ
り
一
般
的
な
シ

ス
テ
ム
理
論
へ
と
接
近
し
つ
つ
あ
る
、

ア
ー
モ
ン
ド
は
政
治
学
の
組
織
化
的
動
員
と
い
う
比
較
政
治
学
経
営
論
的
な

と
判
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(
1
)
C
f
.
 E
a
s
t
o
n
,
 
T
h
e
 Political 
S
y
s
t
e
m
,
 1
9
5
3
,
 
p
p
.
 1
5
9ー

1
8
0
,

2
6
8
 ;
 Ibid.,̂

L^
i
m
i
t
s
 of 
t
h
e
 E
q
u
i
l
i
b
r
i
u
m
 
M
o
d
e
l
 in 
Social 
R
e
s
e
a
r
c
h
,
"
 in 
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(
1
)
 

入
カ
ー
出
力
図
式
に
関
し
て
、
ア
ト
モ
ン
ド
の
説
明

e
A
P
S
,
187-191)
を
補
足
し
つ
つ
コ
メ
ン
ト
を
加
え
れ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

機
能
的
体
系
の
基
本
的
な
属
性
は
①
そ
の
包
括
性
ま
た
は
全
体
性
、
②
諸
要
素
の
相
互
依
存
関
係
、
⑧
境
界
の
存
在
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
そ
の

状
態
が
時
間
の
推
移
と
と
も
に
時
々
刻
々
変
化
し
て
ゆ
く
動
的
体
系
で
あ
る
。
た
だ
し
、
体
系
が
体
系
で
あ
る
た
め
に
は
、
一
定
の
構
造
・
機
能
的

条
件
が
満
足
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
状
態
の
変
化
の
原
因
は
、
三
つ
の
方
向
か
ら
く
る
。
―
つ
は
、
体
系
の
外
部
か
ら

体
系
に
及
ぼ
さ
れ
る
作
用
、
第
二
は
、
体
系
内
部
の
要
素
間
の
相
互
作
用
、
第
三
は
、
体
系
か
ら
外
界
へ
放
出
さ
れ
る
作
用
の
反
作
用
で
あ
る
。
こ

イ

ツ

ブ

ッ

ト

ア

ウ

ト

ブ

ッ

9

こ
で
、
外
部
か
ら
体
系
に
流
入
す
る
ニ
ネ
ル
ギ
ー
を
入
力
、
体
系
か
ら
外
界
ま
た
は
環
境
へ
放
出
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
力
と
呼
ん
で
お
く
。

入
力
と
出
力
は
体
系
の
内
部
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
媒
介
さ
れ
て
―
つ
の
流
れ
に
結
合
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
過
程
は
入
力
の
出
力
へ
の
変
換
過
程
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
出
力
は
入
力
に
と
も
な
う
が
、
外
部
か
ら
の
入
力
が
な
い
場
合
に
も
、
体
系
内
の
状
態
は
、
要
素
間
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
変
化
し
、

ウ
イ
ズ
イ
ソ
プ
ツ

9

(

2

)

こ
れ
に
応
じ
て
出
力
が
と
も
な
う
。
•
こ
の
場
合
、
体
系
そ
の
も
の
が
発
す
る
入
力
が
あ
っ
た
と
考
え
、
こ
れ
を
内
部
入
力
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
環

境
へ
の
出
力
の
う
ち
一
部
は
拡
散
し
て
し
ま
わ
な
い
で
、
ふ
た
た
び
体
系
へ
の
入
力
に
流
入
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
入
カ
ー
出
カ
フ
ロ
ー
は

3
 

Eulau et. 
al. 
eds., Political 
Behavior, 
1956. 

(
2
)
c
:
f
.
 A
l
m
o
n
d
,
 "
 A
 Comparative Study of 
Interest 
Groups a
n
d
 the Political 
P
r
o
c
g汽
'
A
m
e
n
c
a
n
Political 
Science Review, Vol. 

LII, 
(
M岡
仕

1958)
;
 Al
m
o
n
d
 and C
o
i
e
m
a
n
 eds., 
T
h
e
 Politics0f the Developing Areas, 
1?69; 
Eckstein and Apter eds., 
Compara, 

牙
e
Politics, 
1963.
ア
ー
モ
ソ
ド
1
1
コ
ー
ル
マ
ソ
編
・
前
掲
書
の
方
法
論
的
基
礎
づ
け
を
し
て
い
る
ア
ー
モ
ン
ド
の
論
文
「
比
較
政
治
へ
の
機
能
的
ア
ブ
ロ
ー

チ」

(
F
A
C
P
)
に
対
し
て
、
升
味
教
授
は
「
要
す
る
に
、
政
治
過
程
と
し
て
普
通
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
を
比
較
政
治
体
制
論
に
つ
か
お
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
」

と
把
握
し
て
お
ら
れ
る
。
升
味
準
之
輔
「
国
際
政
治
学
会
第
七
回
円
卓
討
論
報
告
」
（
『
年
報
政
治
学
』
一
九
六
一
年
度
所
収
）
を
参
照
。
そ
の
後
、
こ
う
し
た
方
法

の
限
界
が
反
省
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
炉
e,
]. 
Lapalombra, "
T
h
e
 Utility 
and L
甘
庄
且
ons
of 
Intergt G
r
o
u
p
 t
h
8
q
i
n
 Non,American 

Field 
Situation," 
Journal of 
Politics, 
Vol. X
X
I
I
 
No. 1
 (February 1960) ;
 R. C. 
Macridis, 
"
 Intei:;gt 
Groups in 
Compar11;tive 

t固
s,"
J
o
n
g巴
0f
Politics 
Vol. XXIII, No. 1
 (1”ebruary 
1961)・ 

(
3
)
C
f
.
 Parsons and Shils, 
eds., 
T
o
w
a
r
d
 a
 Genenal T
h
8
3
o
f
 
Action•1951. 

(4)C.G•Hempel, 

"
T
h
e
 Logic of _Functional 
Analysis,"・and 
A. 
W. G
o巳
dner,
"
 Reciprocity and 
A
u
t
o
n
o
m
y
 in 
Functional 

T
h
8
g
"
 in 
Llewellyn G
r
o器
．
色
.
,
S
y
m
p
o
s
i
u
m
 in 
Sociological 
Theory, 1959. 

(

5

)

後
述
、
第
三
節
を
参
照
。

(

6

)

第
二
章
を
参
照
。

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

一
三
五

433 



機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

循
環
回
路
を
形
成
す
る
。
こ
の
よ
う
に
体
系
の
出
力
の
一
部
が
入
力
に
還
帰
的
に
投
入
さ
れ
る
こ
と
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
い
う
。
こ
の
場
合
、
入

力
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
入
力
と
の
位
相
の
違
い
が
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
重
要
性
は
、
そ
れ
が
出
力
に
よ
る
環
境
（
こ
れ

ヵ，．，、
9
9
9
9
9
9
9
9
9
"

も
シ
ス
テ
ム
と
し
て
把
握
さ
れ
る
）
の
変
化
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
点
に
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
が
一
定
の

出
↓
一
一
隈
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
ル
ー
プ
は
不
可
欠
で
あ
っ
て
、
シ
ス
テ
ム
制
御
の

i

基
本
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
上
図
の
よ
う
に
な
る
。

"

i

ク
ア
ー
モ
ン
ド
の
援
用
す
る
術
語
と
思
考
法
（
た
だ
し
、
か
れ
は
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
は
明
示
的
に
は
触
れ

[

i

合
＾
て
い
な
い
）
は
、
も
と
も
と
機
械
工
学
と
電
気
工
学
（
と
く
に
回
路
網
理
論
）
、
そ
し
て
も
う
少
し
朔
れ
ば

-[．二[[月汀`
いし
1

日
旦
｀
い
い
い
[iì
い

i

機
の
開
発
に
よ
っ
て
そ
の
工
学
的
な
現
実
性
を
見
出
し
た
が
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
工
場
や
徹
底
的
に
合
理

i

化
さ
れ
た
官
僚
制
的
組
織
体
に
も
比
較
的
容
易
に
拡
大
適
用
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
シ
ス
テ
ム

亨

竺↑＇
9
,

：
・
;
’
]
理
論
は
、
実
に
広
範
な
諸
領
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
者
た
ち
の
共
通
の
方
法
的
道
具
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
実

際
、
こ
の
さ
つ
な
関
心
は
、
米
国
で
は
、
一
つ
の
意
識
的
な
思
想
運
動
た
る
．
＾
S
o
c
i
e
t
y
for 
General 
S
y
s
t
e
m
s
 
Research "
と
し
て
組
織
さ

れ
て
さ
え
紅
゜

政
治
問
題
を
シ
ス
テ
ム
理
論
の
概
念
図
式
で
分
析
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
イ
ア
を
最
初
に
具
体
化
し
た
の
は
D
・
イ
ー
ス
ト
ン
（
一
九
五
七
年
）
で

(
6
)
 

あ
る
が
、
か
れ
は
右
の
"
General S
y
s
t
e
m
s
 "
運
動
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
。
ア
ー
モ
ン
ド
が
一
九
六
0
年
論
文
e
•
F
A
C
P
"
で
イ
ー

ス
ト
ン
の
試
み
に
言
及
し

(
1
4
-
ー
1
5
)
、
入
カ
ー
出
力
と
い
う
術
語
を
用
い
た
と
き
に
は
、
シ
ス
テ
ム
理
論
に
対
す
る
十
分
な
評
価
が
さ
れ
て
い
た

と
は
い
い
難
い
。
し
か
し
、
そ
の
五
年
後
の
^
•
D
A
P
S
"で
、
シ
ス
テ
ム
理
論
へ
の
意
識
的
定
位
を
示
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

シ
ス
テ
ム
は
、
入
カ
ー
出
力
図
式
と
結
合
さ
れ
た
構
造
・
機
能
分
析
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
異
な
る
三
つ
の
水
準
で
機
能
し
て
い

る
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
第
一
は
、
体
系
が
環
境
と
い
か
な
る
相
互
作
用
（
入
力
と
出
力
）
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
、
第
二
は
、

一
三
六
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機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

体
系
内
部
で
の
変
換
機
能
の
問
題
、
第
一
＿
一
は
、
体
系
そ
の
も
の
の
維
持
と
環
境
へ
の
適
応
に
関
す
る
機
能
で
あ
る

(
D
A
P
S
,
1
8
9
£
.
)
。

政
治
体
系
理
論
は
、
結
局
、
こ
れ
ら
各
水
準
で
の
機
能
的
相
関
関
係
と
三
つ
の
水
準
の
諸
機
能
間
の
関
係
を
発
見
す
る
こ
と
を
課
題

と
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い

(
D
A
.
P
S
,
1
9
1
)
。

(

I

)

こ
こ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
術
語
と
思
考
法
に
関
し
て
、

所
収
）
を
参
照
。

(2)Cf•D. 

Easton, A
 F
r
a
m
e
w
o
r
k
 for Political Analysis, 1
9
6
5
,
 
p. 
114; Easto~, 

A
 S
y
s
t
e
m
s
 A
n
a
l
y
s
i
s
0
f
 Political 
Lite, 1
9
6
5
,
 
p. 
27. 

f
8
t
n
o
t
e
;
 pp. 5
6
 f. 

(

3

)

た
と
え
ば
、
北
川
敏
男
「
サ
イ
パ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
構
成
原
理
」
、
高
橋
秀
俊
「
新
し
い
機
械
論
と
し
て
の
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
」
、
本
川
弘
一
「
生
理
学
的

調
節
と
サ
イ
パ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
」
（
以
上
三
篇
は
、
北
川
敏
男
編
『
サ
イ
パ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
ー
境
界
領
域
と
し
て
の
考
察
ー
』
、
一
九
五
三
年
に
収
め
ら
れ
て
い

る
）
、
北
川
敏
男
編
『
続
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
ー
自
動
制
御
と
通
信
理
論
ー
』
（
一
九
五
四
年
）
、
高
橋
安
人
『
自
動
制
御
理
論
』
（
改
訂
版
一
九
五
九
年
）
を
参
照
。

(

4

)

・
た
と
え
ば
、
熊
谷
三
郎
編
『
シ
ス
テ
ム
ズ
・
ニ
ソ
ジ
ニ
ャ
リ
ン
グ
入
門
』
(
-
九
六
二
年
）
を
参
照
。

（
）
シ
ス
テ
ム
工
学
を
構
成
す
る
学
科
目
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
高
等
数
学
、
数
理
統
計
学
、
回
路
網
理
論
、
自
動
制
御
一
般
、
サ
ー

ボ
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
電
気

i制
御
、
空
気
圧
お
よ
び
水
圧
制
御
、
測
定
と
計
装
、
パ
ル
ス
デ
ー
ク
制
御
系
、
コ
ー
デ
ッ
ド
デ
ー
ク
制
御
系
、
非
線
型
制
御
系
、
不

連
続
制
御
理
論
、
統
計
的
制
御
理
論
、
計
算
機
制
御
と
最
適
化
制
御
、
誘
導
制
御
系
、
ア
ナ
ロ
グ
計
算
機
、
デ
ィ
ジ
ク
ル
計
算
機
、
情
報
理
論
、
ラ
ン
ダ
ム
信
号
、

ッ
ス
テ
ム
理
論
、
待
ち
合
わ
せ
理
論
、
ゲ
ー
ム
理
論
、
線
形
お
よ
び
動
的
計
画
法
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
、
管
理
工
学
、
人
間
工
学
（
熊
谷
•
前
掲
書
、
三
五
ぺ

ー
ジ
に
よ
る
）
。

(
5
)
こ
の
協
会
の
本
部
は
ミ
シ
ガ
ソ
大
学
の
精
神
衛
生
研
究
所
に
あ
り
ヘ
ベ
ル
ク
ラ
ソ
フ
ィ
と
ラ
バ
ボ
ー
ト
の
編
集
で
機
関
誌
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

L
•
v
o
n

B
9
t
a
l
a
n
f
f
y
 a
n
d
 
A. R
a
p
p
a
p
o
r
t
 eds., 
G
g
e
r
a
l
 Systems, 
Y
 earboc》
k
of 
the S
o
g
e
q
f
o
r
 G
g
g
-
a
l
 S
y
s
t
e
m
s
 Research, 1
9
5
6
£
£
.

こ
の
協
会
は

シ
ス
テ
ム
工
学
的
な
い
し
シ
ス
テ
ム
理
論
的
思
想
運
動
の
氷
山
の
一
角
に
す
ぎ
な
い
。

(6)Cf•D. 

Easton, A
n
 Ap
p
r
o
a
c
h
 
to 
the Analysis of 
Political 
Systems, 
W
o
r
l
d
 Politics, 
Vol. 
IX, N
o
.
 3
,
 
(Apr. 1
9
5
7
)
,
 
(
京
極
純
一

訳
『
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
』
第
三
巻
第
一

0
号
所
収
）
;
Ibid., 
A
 F
r
a
m
e
w
o
r
k
 for 
Political 
Analysis, 1
9
6
5
,
 
C
h
a
p
.
 1. 

た
と
え
ば
、
南
雲
仁
一
・
有
本
卓
「
シ
ス
テ
ム
理
論
入
門
」
（
『
数
理
科
学
』
一
九
六
五
年
―
一
月
号

4

機
能
的
体
系
理
論
に
お
け
る
機
能
概
念
は
、
体
系
の
構
成
要
素
た
る
変
数
が
全
体
と
し
て
の
体
系
に
対
し
て
い
か
な
る
寄
与
を
す
る
か
と
い

う
蜆
点
を
強
調
し
、
変
数
を
体
系
へ
と
関
連
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
変
数
が
体
系
の
維
持
に
寄
与
す
る
と
き
、
そ
れ
は
、
機
能
的

(functional)
、

(
1
)
 

ま
た
は
順
機
能
的

(
e
u
f
u
n
c
t
i
o
n
a
l
)
、
逆
に
体
系
の
解
体
に
寄
与
す
る
と
き
逆
機
能
的

(
d
y
s
f
m
c
t
i
o
n
a
l
)

に
作
用
す
る
と
い
う
。
機
能
的
体
系
を

一
三
七
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概
念
化
す
る
た
め
に
は
ま
ず
体
系
の
存
続
ま
た
は
解
体
に
と
っ
て
決
定
的
な
最
少
限
の
機
能
的
範
疇
を
分
析
的
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

M

・
レ
ヴ
ィ
ら
は
こ
の
手
続
を
機
能
的
要
件
分
析
と
呼
ぶ
。
．
そ
れ
は
諸
変
数
の
体
系
へ
．
の
関
与
の
性
質
と
様
態
を
分
析
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
機
能

(
2
)

、
、
、
、
、

的
体
系
理
論
の
基
礎
的
位
置
を
し
め
る
。
で
は
、
ア
ー
モ
ン
ド
の
理
論
の
場
合
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
か
れ
は

^
^
C
P
S
"
で
は
、
政
治
体
系
の
機

能
を
、
強
制
権
に
バ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
さ
れ
た
究
極
的
・
普
遍
的
決
定
に
よ
る
一
定
の
地
域
社
会
の
秩
序
の
維
持
に
求
め
て
い
た
が

(
C
P
S
,
3
5
)
、
そ

(
3
)
 

れ
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
＾
＾

F
A
C
P
"
で
は
、
政
治
機
能
分
析
に
関
す
る
米
国
で
の
五
例
の
先
駆
的
試
み
を
検
討
し
つ
つ
、
政
治
体
系
の
機
能

ー
構
造
的
分
化
を
考
慮
し
て
こ
れ
ま
で
政
治
行
動
論
と
政
治
過
程
論
が
開
発
し
た
い
く
つ
の
分
野
に
着
目
し
て
比
較
政
治
学
の
分
析
枠
組
に
適
当
と

思
わ
れ
る
政
治
機
能
の
諸
範
疇
の
セ
ッ
ト
を
提
出
し
よ
う
と
し
た

(
F
A
C
P
,
1
2ー

1
5
)
。
こ
の
関
連
で
イ
ー
ス
ト
ン
の
入
カ
ー
出
カ
モ
デ
ル
に
触
れ

て
い
る
が
、
要
求
、
支
持
、
政
策
と
い
う
三
つ
の
政
治
的
機
能
で
は
あ
ま
り
に
簡
単
す
ぎ
る
と
し
て
い
る

(
F
A
C
P
,
1
4
-
-
1
5
)
。
そ
の
後
シ
ド
ニ
ー

・
ヴ
ブ
ー
バ
と
の
共
著
『
市
民
文
化
』
（
一
九
六
三
年
）
お
よ
び
政
治
変
動
の
問
題
を
明
確
に
意
識
し
た
論
文
「
政
治
体
系
と
政
治
変
動
」
（
一
九
六

三
年
）
を
経
て
、
一
九
六
五
年
「
政
治
体
系
の
発
展
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」

(
D
A
P
S
)

に
お
い
て
、
「
機
能
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」

(
F
A
C
P
)
に
お
け
る

機
能
的
要
件
分
析
を
入
力
—
出
力
図
式
に
よ
り
忠
実
な
形
で
根
本
的
に
修
正
し
て
い
る
。
そ
の
推
移
を
全
体
と
し
て
把
握
す
る
た
め
に
、
イ
ー
ス
ト

ン
の
一
九
五
七
年
の
モ
デ
ル
も
付
加
し
て
、
三
つ
の
機
能
的
範
疇
の
セ
ッ
ト
の
対
照
表
を
次
ペ
ー
ジ
に
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

こ
の
表
を
み
れ
ば
次
の
よ
う
な
変
化
が
明
ら
か
で
あ
る
。
一
九
六

0
年
の
論
文
で
の
「
入
力
機
能
」
と
「
出
力
機
能
」
は
、
は
っ
き
り
政
治
体
系
の

変
換
機
能
と
し
て
一
括
さ
れ
た
こ
と
、
新
し
く
シ
ス
テ
ム
理
論
的
な
入
カ
・
出
力
が
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
六

0
年
当
時
拒
け
た
イ
ー
ス
ト
ン
の

(
4
)

（

5
)
 

見
解
を
う
け
入
れ
て
入
力
を
要
求
と
支
持
に
大
別
し
て
い
る
こ
と
、
出
力
に
つ
い
て
も
、
「
価
値
の
権
威
的
配
分
」
と
い
う
イ
ー
ス
ト
ン
の
規
定
に

近
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
内
容
的
に
政
治
学
プ
ロ
パ
ー
が
開
発
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
変
換
機
能
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
政
治
的
社
会

化
と
補
充
機
能
を
除
い
て
、
六

0
年
の
入
力
機
能
と
出
力
機
能
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
合
計
し
た
も
の
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

政
治
的
社
会
化
と
補
充
機
能
は
、
こ
の
表
の
六
五
年
の
欄
に
は
現
わ
れ
て
こ
な
い
が
、
そ
の
理
由
は
、
こ
の
機
能
が
先
に
の
べ
た
三
つ
の
機
能
的
水

準
の
う
ち
、
第
三
の
も
の
に
分
類
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
っ
と
も
問
題
に
な
る
の
は
、
六
五
年
の
入
力
範
疇
と
出
力
範
疇
が
、

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

ど
の
よ
う
に
し
て
発
見
さ
れ
た
、

一＿―-八

ど
の
よ
う
な
意
．

味
の
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
注
意
を
ひ
く
の
は
、
入
力
と
出
力
の
各
項
目
が
対
応
的
に
編
成
さ
れ
て
い
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.------
入

カ
（
→
）

イ
ー
ス
ト
ン

(1957) 

1. 
要
求

i) 
外
生
的

ii) 
内
生
的

2. 
支
持

政
治
体
系
の
構
造
ま
た
は
変
換
機
能
-
I
 

1. 
政
治
共
同
体
＊

2. 
政
治
制
度
＊

3. 
政
府
＊

（
→
)
出
ヵ

政
策
，
ま
た
は
社
会
へ
の
価
値
の
権

威
的
配
分

ア
ー
モ
ソ
ド
＊
＊
 
1. 
政
治
的
社
会
化
と
補
充

(1960) 
I
 2. 
利
益
の
表
出

3. 
利
益
の
綜
合

4. 
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ

1. 
第
一
次
構
造

2. 
第
二
次
構
造

1. 
ル
ー
ル
の
策
定

2. 
ル
ー
ル
の
適
用

・a. 
Jレ
ー
ル
に
よ
る
裁
決

ア
ー
モ
ン
ド

(1965) 

I
 
要
求

1.
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
要
求

2.
行
動
の
規
制

II 

3.
政
治
体
系
へ
の
参
加
II 

4.
象
徴
に
関
す
る
要
求

II
支
持

1．
物
質
的
支
持

2.
法
規
制
へ
の
服
従

3. 

A-
へ
の
恭
順
の
象
徴

1. 
利
益
の
表
出

2. 
利
益
の
綜
合

3. 
権
威
的
決
定
作
成

4. 
Iレ
ー
ル
の
適
用

5. 
ル
ー
ル
に
よ
る
裁
決

6. 
政
治
的
情
報
の
伝
達

1
 
財
．
サ
ー
ビ
ス
の
抽
出
ま
た

・
 
は
動
員

2. 
行
動
の
規
制

3. 
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
分
配

4. 
象
徴
に
関
す
る
出
力

＊
 
イ
ー
ス
ト
ン
の
場
合
こ
れ
ら
は
「
支
持
の
レ
ペ
ル
」
と
さ
れ
て
い
る
。
後
述
二
2
「
政
治
志
向
の
諸
次
元
」
を
参
照
。

＊
 ＊
 
こ
の
欄
に
つ
い
て
は
，
「
入
力
」
と
「
出
力
」
の
各
項
は
，
む
し
ろ
「
政
治
体
系
」
の
枠
内
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
，
ア
ー
モ
ン
ド
が
「
入
力
機
能
」
，

「
出
力
機
能
」
と
い
う
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
，
便
宜
的
に
こ
の
よ
う
に
配
列
し
た
。

縣
温
孟
函
森
辻
咲
則
纏
0
1
返
阻

1111
共

U尊



機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

は
な
く
、

政
治
は
、

と
さ
れ
た
。

そ
の
行
為
に
よ
る
実
行
を
。
ハ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

(
p
e
r
f
o
r
m
a
n
c
e
)

と
い

(cf•DAPS, 

1
9
6
)
。
と
こ
ろ

る
こ
と
で
あ
る
。
入
カ
ー
1
↓
出
力
1
、
入
カ
ー

2
↓
出
力
2
、
以
下
同
様
に
比
較
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は
単
な
る
偶
然
で

ア
ー
モ
ソ
ド
が
意
図
的
に
こ
の
よ
う
な
対
応
的
編
成
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
の
が

、、

「
バ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
概
念
と
政
治
体
系
の
能
力

(capability)

と
い
う
新
し
い
概
念

ウ
ェ
ー
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
が
何
を
す
る
か
、
何
を
課
題
と
す
る
か
と
い
う
目
的
論
的
観
点
か
ら
は
定
義
で
き
な
い

ア
ー
モ
ン
ド
も
6
よ

C
P
S
"
で
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
従
う
こ
と
を
言
明
し
て
い
た
。
し
か
も
な
お
、

(
7
)
 

い
し
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
目
的
論
的
機
能
を
承
認
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る

(
C
P
S
,
3
5
,
 

F
 AC
P
,
 7
)
。

対
し
て
一
九
六
五
年
の
論
文
は
大
き
い
方
法
論
的
転
換
を
お
こ
な
い
、
政
治
体
系
が
全
体
と
し
て
何
を
す
る
か
を
主
題
的
に
問
題
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
政
治
の
目
的
に
関
す
る
思
弁
の
問
題
で
は
な
く
、
体
系
の
環
境
に
対
す
る
作
用

（
出
力
）
と
環
境
が
体
系
に
与
え
る
作
用
（
入
力
）
と
い
う
二
つ
の
側
面
に
お
い
て
、
政
治
体
系
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
ど
の

程
度
し
て
い
る
か
、
ま
た
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
経
験
科
学
的
な
問
題
と
し
て
で
あ
る

で

"
F
A
C
P
"
で
は
ア
ー
モ
ン
ド
は
変
換
機
能
に
つ
い
て
、

う
術
語
で
措
定
し
て
い
た

(
F
A
C
P
,
6
1
)
。
こ
れ
は
も
と
も
と
構
造
。
機
能
分
析
と
と
も
に
。
＾
ー
ソ
ソ
ス
の
行
為
理
論
か
ら
借
り
た

(
8
)
 

(overt action)
を
さ
す
。
行
為
者
が
何
で
あ
る
か
で
は
な
く
、
何
を

も
の
で
あ
っ
て
、
体
系
の
維
持
に
寄
与
す
る
顕
示
的
行
為

す
る
か
と
い
う
点
、

ま
た
は
物
事
を
な
し
と
げ
る
か
れ
の
能
力
（
。
＾
ー
ソ
ン
ス
11
シ
ル
ズ
の
場
合

9
p
a
c
i
t
y
)
だ
け
に
着
目
し
て
か
れ
を

(
9
)
 

み
た
と
き
、
行
為
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
複
合
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
、
と
パ
ー
ソ
ン
ス
11

シ
ル
ズ
は
い
う
。
換
言
す
れ
ば
、
行
為
者

は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ソ
ス
と
い
う
形
式
で
の
機
能
複
合
な
の
で
あ
る
。

j••FACP" 

(
6
)
 

で
あ
る
。

で
も
す
で
に
現
わ
れ
て
い
た

ア
ー
モ
ン
ド
は
こ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
概
念
を
全
体
と
し
て
の

こ
れ
に

か
れ
は
秩
序
の
維
持
な

一
四
〇
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む
適
当
で
あ
ろ
う
」

(loc.
cit.)
。

そ
の
測
度
に
つ
い
て
も
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一四

て
扱
う

(
D
A
P
S
,
1
9
7
)
。

に
か
か
わ
る
概
念
と
し

(
c
a
p
a
b
i
l
i
t
y
)
 

と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
み
ず
か
ら
の
準
拠

を
発
展

の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

入
力
図
式
が
、

原
因
は
環
境
へ
の
引
照
、

政
治
体
系
に
拡
大
適
用
す
る
。
す
な
わ
ち
、
政
治
体
系
を
環
境
と
。
ハ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
相
互
交
換
を
お
こ
な
う
―
つ
の
行
動
単
位
と

し
て
把
握
す
る
わ
け
で
あ
る
。
政
治
体
系
は
行
動
の
体
系
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
行
動
す
る
体
系
（
シ
ス
テ
ム
理
論
的
意
味
に
お
け

る
体
系
）
な
の
で
あ
る
。
機
能
概
念
が
シ
ス
テ
ム
・
レ
ベ
ル
ヘ
と
大
き
く
拡
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
拡
張
の

す
な
わ
ち
、

入
カ
・
出
力
概
念
に
あ
る
。

つ
い
に
か
れ
を
こ
こ
ま
で
つ
れ
て
き
た
の
だ
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ア
ー
モ
ン
ド
自
身
能
力
概
念
に
つ
い
て
次

「
そ
れ
は
政
治
体
系
を
…
…
入
カ
ー
変
換
ー
出
力
と
い
う
諸
術
語
で
扱
お
う
と
す
る
と
き
論
理
必
然
的
な

次
の
ス
テ
ッ
プ
な
の
だ
」

(
D
A
P
S
,
2
0
1
)

。
か
く
し
て
政
治
体
系
の
入
カ
ー
変
換
ー
出
力
分
析
を
統
一
的
に
。
ハ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い

う
術
語
で
お
こ
な
う
。
こ
の
た
め
に
は
。
〈
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
分
析
的
か
つ
体
系
的
な
コ
ー
ド
化
図
式

(
c
o
d
i
n
g
s
c
h
e
m
e
)
 

(10) 

さ
せ
る
必
要
が
あ
る

(
D
A
P
S
,
1
9
6
)

。

そ
れ
は
あ
る
政
治
体
系
が
環
境
と
の
間
で
「
何
を
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
関
心
を
組
織

す
る
枠
組
で
あ
る
。
仕
事
へ
の
関
心
は
、
物
理
現
象
に
お
け
る
と
同
様
に
、
環
境
に
お
い
て
政
治
体
系
が
仕
事
を
な
し
と
げ
得
る
能

力
に
対
す
る
問
題
意
識
と
不
可
分
で
あ
る
。
伝
統
的
に
政
治
学
で
は
こ
の
能
力
の
こ
と
を
権
力
と
呼
ん
で
き
た
。
し
か
し
伝
統
的
な

権
力
概
念
は
、
政
治
体
系
の
仕
事
の
種
類
と
力
の
程
度
へ
の
引
照
に
お
い
て
限
界
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
で
も
あ
ろ
う
か
、

ド
は
権
力
と
い
う
術
語
を
た
だ
ち
に
採
用
す
る
こ
と
を
避
け
、
能
力

(11) 

枠
を
措
定
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
か
れ
は
．
能
力
概
念
を
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
大
き
さ

(
m
a
g
n
i
t
u
d
e
)

＞
イ
ン
ジ

「
能
力
（
複
数
）
を
あ
る
特
定
の
種
類
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
範
囲
と
し
て
考
え
る
の
が
、

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

そ
れ
ゆ
え
、

ア
ー
モ
ン

お
そ
ら
く
最

ア
ー
モ
ン
ド
の
こ
の
よ

う
な
能
力
概
念
は
、
機
械
の
「
性
能
」
概
念
と
ほ
ぼ
。
ハ
ラ
レ
ル
な
も
の
と
解
し
て
よ
い
と
私
は
思
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
統
治
の
効
率

か
れ
が

c
"
F
A
C
P
"
で
か
な
り
便
宜
的
に
利
用
し
た
出
カ
ー
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す
る
能
力
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

(
D
A
P
S
,
1
9
9
-
2
0
0
)
。

こ
れ
ら
の
諸
能
力
は
、

1
n
2
n
3
n
4

と
い
う
関
係
に
あ
り
、

こ
と
は
、

(5) ⑭
象
微
を
効
果
的
に
操
作
す
る
能
力

(
s
y
m
b
o
l
i
c
cap.) 

(8) (2) (1) 
る
問
題
で
あ
る
と
も
解
さ
れ
る

(
D
A
P
S
,
1
9
7
)
。

(effectiveness)

と
能
率
（
e
由
c
i
e
n
c
y
)
の
概
念
と
容
易
に
結
び
つ
き
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
、

で
は
、
能
力
に
は
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
の
か
。
こ
れ
は
、

る
実
際
的
有
効
性
で
示
ざ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
が
、

シ
ス
テ
ム
ー
環
境
レ
ベ
ル
で
政
治
体
系
の
機
能
的
要
件
を
析
出
す

ア
ー
モ
ン
ド
は
コ
ー
ド
化
図
式
の
妥
当
性
は
、
歴
史
的
・
比
較
的
研
究
に
お
け

か
れ
が
若
干
の
ブ
リ
テ
ス
ト
を
加
え
た
も
の
と
し
て
提
出
す
る
の
は
次

の
五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る

(
D
~
P
S
,

1
9
7
1
2
0
1
)
。

環
境
か
ら
物
質
的
・
人
的
資
源
を
抽
出
す
る
能
力

(extractive
capability) 

個
人
・
集
団
の
行
動
お
よ
び
関
係
を
制
御
す
る
能
力

(regulative
cap.) 

諸
価
値
（
財
・
・
サ
ー
ビ
ス
・
名
誉
・
地
位
等
）
を
社
会
に
配
与
し
再
分
配
す
る
能
力

(distributive
cap.) 

入
力
に
応
じ
て
効
果
的
に
出
力
を
放
出
す
る
能
力

(
r
e
s
p
o
n
s
i
v
e
cap.) 

こ
れ
ら
す
ぺ
て
を
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
す
べ
て
の
政
治
体
系
が
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き

(

1

)

か
ら
(

4

)

ま
で
を
、

あ
る
。
つ
ま
り
、

が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
着
眼
し
て
、

ア
ー
モ
ン
ド
が
、
番
号
順
に
政
治
体
系
の
歴
史
的
発
達
段
階
と
対
応
さ
せ
て
い
る
こ
と
で

番
号
順
に
政
治
体
系
の
よ
り
高
次
の
段
階
で
発
達

政
治
体
系
の
幽
史
を
巨
視
的
に
考
慮
し
つ
つ
シ
ス
テ
ム
ー
環

境
レ
ベ
ル
に
お
け
る
政
治
体
系
の
機
能
的
要
件
が
提
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
能
力
の
発
達
に
、
あ
る
歴
史
的
な
前
後
関
係

ア
ー
モ
ン
ド
は
、
こ
れ
ま
で
非
歴
史
性
を
批
判
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
機
能
的
体
系
理

か
れ
自
身
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
何
も
語
っ
て
い
な
い
。

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

一四―
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論
と
機
能
的
要
件
の
分
析
に
―
つ
の
新
し
い
方
向
を
開
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
（
か
れ
は
ま
た
政
治
体
系
の

収
奪
的
機
能
に
そ
の
ま
ま
つ
な
が
る
「
抽
出
能
力
」
．
を
最
初
に
も
っ
て
き
て
い
る
）
、

現
代
に
お
け
る
歴
史
的
発
展
段
階
理
論
と
し

て
代
表
的
地
位
を
し
め
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
政
治
史
理
論
と
ア
ー
モ
ン
ド
の
政
治
体
系
の
機
能
的
要
件
分
析
を
比
較
・
対
照
す
る
こ

(12) 

と
は
興
味
深
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
①
か
ら
⑭
ま
で
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
出
力
に
か
か
わ
る
が

(
D
A
P
S
,

201)、
か
つ
て
の
「
ル

「
ル
ー
ル
」
の
内
容
的
分
析
に
よ
っ
て
「
価
値
」
を
強
調
す
る
こ
れ
ら
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
が
得
ら
れ
た
と
も
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
イ
ー
ス
ト
ン
も
い
う
よ
う
に
、
政
策
の
実
質
的
内
容
は
「
社
会
へ
の
諸
価
値

の
権
威
的
配
分
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
制
裁
力
が
強
調
す
る
行
動
お
よ
び
社
会
関
係
の
規
制
は
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
セ
ッ
ト
で

こ
れ
を

^
^
F
A
C
P
"
の
「
ル
ー
ル
」
と
比
較
す
る
と
き
、

ー
環
境
レ
ベ
ル
で
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
非
ゼ
ロ
・
サ
ム
的
に
変
質
あ
る
い
は
発
展
し
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
さ
き

に
も
触
れ
た
よ
う
に
か
れ
の
政
治
的
能
力
の
概
念
は
、
入
カ
ー
出
力
図
式
を
媒
介
と
し
て
正
統
的
強
制
力
概
念
を
拡
張
し
た
も
の
だ

と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ア
ー
モ
ン
ド
は
「
能
力
分
析
」

(capabilities
analysis)

が
政
策
分
析
お
よ
び
政
治
体
系
に
関
す

る
倫
理
的
判
断
に
役
立
つ
と
い
っ
て
い
る
が

(
D
A
P
S
,

198)、
こ
れ
は
右
の
推
測
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

き
こ
と
が
―
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
資
源
動
員
に
関
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
量
は
戦
時
で
は
高
く
平
時
は
低
い
だ
ろ
う
。
こ
．
れ
ら

の
観
察
と
評
価
か
ら
そ
の
政
治
体
系
の
能
力
は
あ
る
程
度
推
測
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
能
力
を
正
し
く
把
握
す
る
た
め
に
は
、
。
＾
フ

ポ
テ
ソ
シ
ャ
ル

ォ
ー
マ
ン
ス
の
潜
在
力
と
い
う
概
念
が
必
要
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
政
治
体
系
が
、
長
期
に
わ
た
る
善
政
．
に
よ
っ
て
そ
の
メ
ン
バ
ー

弊
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

に
信
用
創
造
を
お
こ
な
い
、
正
統
性
信
念
の
大
き
い
蓄
積
を
も
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
た
と
え
戦
争
や
災
害
が
う
ち
つ
づ
い
て
国
が
疲

メ
ソ
バ
ー
は
こ
の
政
治
体
系
へ
の
支
持
入
力
を
投
入
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
政
治

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

も
一
項
目
を
し
め
て
い
る
が
、

一
四
三

こ
こ
に
注
意
す
べ

ア
ー
モ
ソ
ド
の
権
力
概
念
が
シ
ス
テ
ム

ー
ル
」
と
い
う
形
式
的
概
念
は
姿
を
消
し
て
い
る
。
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(2) (1) 

こ
と

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

体
系
の
能
力
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
現
実
的
。
ハ
フ
ォ
ー
マ
ソ
ス
の
評
価
だ
け
で
な
く
、
潜
在
的
。
ハ
フ
ォ
ー
マ
ソ
ス
を
考
慮
し
、
忠

誠
心
の
深
さ
を
は
じ
め
と
し
て
、
政
治
文
化
と
い
う
土
台
の
な
か
に
貯
え
ら
れ
た
「
支
持
潜
在
力
」
と
い
う
「
予
備
能
力
」
を
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
c
f
•
D
A
P
S
,

2
0
3ー
2
0
5
)
。
つ
ま
り
能
力
概
念
は
政
治
体
系
の
二
つ
の
側
面
、
構
造
・
機
能
的
諸
特
性
と
文

(13) 

化
的
。
下
位
文
化
的
。
役
割
文
化
的
諸
特
性

(cc,
3
3
-
3
4
)

の
全
体
に
か
か
わ
る
の
で
あ
る

(cf:'DAPS,
2
0
4ー

2
0
5
)
。

政
治
体
系
の
能
力
概
念
は
、
。
＾
フ
ォ
ー
マ
ソ
ス
の
複
合
と
し
て
の
政
治
体
系
を
、

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
ヘ
の
対
応
性
に
根
拠
が
あ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

(
D
A
P
S
,
 1
9
4
)

。

入
カ
ー
出
カ
フ
ロ
ー
に
そ
っ
て
断
面
図
的
に
型

入
力
と
出
力
は
―
つ
の
フ
ロ
ー
と
し
て
能
力
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
先
に
わ
れ
わ
れ
が
み
た
よ
う
な
入
力
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
出
力
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
の
対
応
関
係
は
、
む
し
ろ
能
力
の
四

入
力
に
つ
い
て
は
、
ア
ー
モ
ン
ド
は
、
イ
ー
ス
ト
ン
の
支
持

(14) 

と
要
求
と
い
う
分
類
を
大
分
類
と
し
て
採
用
し
、
こ
れ
と
自
分
の
能
カ
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
を
結
合
し
て
八
つ
の
項
目
を
え
て
い
る

右
の
よ
う
な
コ
ー
ド
化
図
式
に
つ
い
て
ア
ー
モ
ン
ド
は
試
験
的
。
暫
定
的
な
性
質
の
も
の
だ
と
く
り
か
え
し
て
い
っ
て
い
る

(
D
A
P
S
,
 1
9
6
-
2
0
1
)
。
か
れ
の
主
た
る
目
的
は
、
体
系
の
「
能
力
分
析
」
の
重
要
性
を
強
調
す
る
こ
と
に
あ
る
。
か
れ
は
政
治
体
系

だ
け
で
な
く
他
の
諸
体
系
に
も
こ
れ
を
適
用
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
が

(
D
A
P
S
,
2
0
3
)
、
こ
の
よ
う
な
能
力
概
念
の
見
地

か
ら
政
治
体
系
研
究
の
課
題
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
式
化
さ
れ
る
に
至
っ
た

(
D
A
P
S
,
2
0
3
)
。

rメ
ス
テ
イ
ツ

9

プ
・
フ
ィ
ル

諸
政
治
体
系
の
国
内
的
お
よ
び
国
際
的
環
境
と
の
入
カ
ー
出
カ
フ
ロ
ー
を
要
約
し
て
い
る
能
力
断
面
図
を
発
見
し
比
較
す
る

入
力
を
出
力
に
変
換
す
る
と
こ
ろ
の
構
造
と
過
程
を
発
見
し
比
較
す
る
こ
と

相
化
す
る
概
念
で
あ
る

(
c
f
•
D
A
P
S
,

2
0
1
)
。

そ
れ
ゆ
え
、

一
四
四
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機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

し
か
し
、
二
＾

D
A
P
S
"
に
お
け
る
ア
ー
モ
ン
ド
の
コ
ー
ド
化
図
式
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
1
)
C
f
.
 
R•K. 

M
e
r
t
o
n
,
 
Social T
h
e
o
r
y
 a
n
d
 Social 
Structure, 
rev. 
ed., 
1
9
5
7
 (
森
•
森
・
金
沢
・
中
島
訳
）
;

M
.
 L
e
v
y
,
 T
h
e
 
S
t
r
u
g
u
r
e
 of 

Society, 1
9
5
1
.ア
ー
モ
ン
ド
は
こ
の
区
別
を
6
•
D
A
P
S
"
.

で
採
用
し
て
い
る
。
逆
機
能
は
、
と
く
に
政
治
体
系
の
変
動
論
で
問
題
に
な
る
。

(
2
)
L
e
v
y
,
 op. 
cit., 
pp. 
33,34, 
89.
森
他
訳
・
マ
ー
ト
ソ
『
社
会
理
論
と
社
会
構
造
』
四
六
ペ
ー
ジ
以
下
を
参
照
。

(
8
)
H
a
m
i
l
t
o
n
,
 
M
a
d
i
s
o
n
 
a
n
d
 G
a
y
,
 
T
h
e
 
Federalist, 
1
7
8
8
;
 F
.
 J. 
G
o
o
d
n
o
w
,
 Politics 
a
n
d
 A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n
,
 
1
9
0
0
;
 
D
.
 
E
器
t
o
n
,
"
A
n
 

A
p
p
r
o
a
c
h
 to t
h
e
 A
n
a
l
y
s
i
s
 of Political 
S
y
s
t
e
m
s
 "
 ;
 
H•D. 

Lasswell, T
h
e
 D
e
c
i
s
i
o
n
 Process, 
1956.
お
よ
び
、

B
.
C
・
コ
ー
ニ
ソ
と
ア
ー
モ

ソ
ド
自
身
の
指
溝
の
も
と
に
プ
リ
ン
ス
ト
ソ
大
学
で
お
こ
な
わ
れ
た
一
連
の
調
査
研
究
に
お
け
る
概
念
図
式
を
さ
す
。

(
4
)
C
f
.
 E
a
s
t
o
n
,
 
"
 A
n
 Ap
p
i
o
a
c
h
,
 "
 1
9
5
7
 
(
京
極
訳
）
;
A
 F
r
a
m
e
w
o
r
k
,
 1965, 
p
p
.
 
109, 
1
1
2
,
1
1
3
 ;
 A
 S
y
s
t
e
m
s
 Analysis, 
1965, 
pp. 
2
7
,
2
7
 

(
5
)
D
.
 E
a
s
t
o
n
`
T
h
e
 Political 
S
y
s
t
e
m
,
 
1953, 
p. 
1
2
9
 f.
こ
の
概
念
規
定
は
そ
の
後
も
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。

(
6
)

こ
の
概
念
と
入
・
出
力
概
念
に
つ
い
て
は
、
シ
ド
ニ
ー
・
ヴ
ァ
ー
バ
と
の
討
論
か
ら
多
く
の
も
の
を
え
た
と
ア
ー
モ
ン
ド
は
わ
ざ
わ
ざ
断
っ
て
い
る

(
D
A
P
S
,

184, 
n. 
1)
。
ヴ
ァ
ー
バ
と
の
共
著
『
市
民
文
化
』
(
-
九
六
三
年
）
に
も
、
能
力
と
い
う
術
語
が
散
見
す
る

(
c
c
`
1
7
etc)
。

(
7
)

こ
の
点
は
大
き
い
問
題
で
あ
っ
て
、

W
.
G
・
ラ
ン
シ
マ
ソ
は
前
掲
書
に
お
い
て
批
判
し
て
い
る
。
邦
訳
湛
四
八
ー
四
九
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

(
8
)
p
月
sons,
T
h
e
 Social S
y
s
t
e
m
`
1
9
5
1
,
 pp. 
88££. 

(
9
)
P
a
r
s
o
n
s
 a
n
d
 Shils 
eds., 
T
o
w
a
r
d
 a
 G
e
n
e
r
a
k
 T
h
e
o
r
y
 of 
A
c
t
i
o
n
,
 
1951. 
p. 
57£. 
(
永
井
・
作
田
・
橋
本
訳
、
九
ニ
ペ
ー
ジ
以
下
）
;
also 
cf・ 

P
閂
sons,
T
h
e
 S
o
g
a
l
 S
y
s
t
e
m
,
 
1951, 
p. 
58£.
な
お
、
バ
ー
ソ
ン
ス
自
身
が
こ
の
「
能
力
」

(capacity)

と
。
ハ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
う
術
語
を
用
い
て
、
経

済
体
系
と
そ
の
社
会
体
系
と
の
関
係
を
分
析
し
て
い
る
。

Cf.
P
a
r
s
o
n
s
 a
n
d
 N
.
 S
m
e
l
s
e
d
,
 E
c
o
n
o
m
y
 a
n
d
 Socicty, 
1
9
5
6
 
(
富
永
健
一
訳
）
．
ア
ー
モ
ン
ド

に
と
っ
て
、
こ
れ
は
、
手
掛
り
に
な
り
え
た
と
思
う
の
だ
が
、
な
ぜ
か
^
•
D
A
P
S
"
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

(10)

ア
ー
モ
ン
ド
は
、
そ
う
し
た
方
向
へ
の
努
力
を
パ
ー
ソ
ソ
ス
や
サ
ッ
ト
ソ
に
認
め
て
い
る
。

Cf.

P
a
r
s
o
n
s
,
 
S
t
r
u
c
t
u
r
e
 
a
n
d
 
P
r
o
c
e
s
s
 
in 
M
o
d
e
r
n
 

sgieties, 
1
9
6
0
`
p
.
 
181 ;
 F.
 Sutton,̂ •Social 

T
h
e
o
r
y
 a
n
d
 C
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e
 Politics," 
in 
E
c
k
s
t
e
i
n
 
a
n
d
 A
p
t
e
r
 eds,, 
C
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e
 Politics, 

1963. 

(
1
1
)

。
ハ
ー
ソ
ン
ス
は
政
治
体
系
の
能
力
を
権
力

(
p
o
w
e
r
)

と
呼
ぶ
。

Cf.
P
a
r
s
o
n
s
,
 lac. 
cit. ;
 Pa
r
s
o
n
s
 a
n
d
 S
m
e
l
s
e
r
`
E
c
o
n
o
m
y
 a
n
d
 Society, 
1956̀
 

0p. 
cit., 
c
h
a
p
.
 
2.
ア
ー
モ
ソ
ド
が
、
権
力
を
用
い
な
か
っ
た
の
は
、
能
力
分
析
の
新
し
さ
を
強
調
す
る
た
め
で
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
理
由
は
明
示
さ
れ
て

い
な
い
。
な
お
、

T
.Parsons,̂ •The 

Distribution 
o
f
 P
o
w
e
r
 in 
A
m
e
r
i
c
a
n
 Society, 
"
W
o
r
l
d
 Politics, 
Vol. X, N
o
.
 1. 
(Oct. 1957) ;
 ibid., 

(3) 

と
社
会
化
の
過
程
を
発
見
し
比
較
す
る
こ
と

一
四
五

こ
れ
ら
の
体
系
の
均
衡
を
維
持
し
、
体
系
が
環
境
の
変
化
お
よ
び
体
系
内
発
的
変
動
に
適
応
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
補
充
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機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

"
O
n
 the C
o
n
8
p
t
 of Political 
P
o
w
e
r
,
'
'
P
r
g
3
d
i
n
e
'
o
f
 the A
m
e
r
i
c
a
n
 Philosophical Society, 
1963.
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。

(
1
2
)

た
と
え
ば
、
わ
が
国
の
業
績
で
は
今
中
次
麿
『
政
治
権
力
の
歴
史
的
構
造
』
（
一
九
五
七
年
）
な
ど
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
政
治
史
過
程
を
、
「
権

カ
」
の
機
能
的
弁
証
法
的
発
展
と
し
て
把
握
し
た
比
較
的
最
近
の
非
マ
ル
ク
ス
主
義
的
業
績
と
し
て
代
表
的
な
の
は
、

B.deJouvgel,
D
u
 Po
u
v
o
i
r
"
H宜
oire

旨
目
elle
d
e
g
C
r
o
i
s
s
a
n
Q
3
•
1
9
4
7
.

で
あ
る
。
こ
れ
と
の
比
較
も
有
益
と
思
わ
れ
る
。

(
1
3
)

ア
ー
モ
ソ
ド
は
、
予
備
能
力
が
、
能
力
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
う
る
こ
と
、
相
互
の
互
換
性
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
。
＾
support
propensities>
は
社
会

層
、
役
割
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
分
布
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
予
備
能
力
の
内
容
、
大
き
さ
、
移
動
性
を
詳
し
く
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

9
A
P
S
,
 205)
●
な
お
、
正
統
性
信
念
に
つ
い
て
の
予
備
支
持
の
蓄
積
と
い
う
定
式
化
は
す
で
に
イ
ー
ス
ト
ソ
が
一
九
五
七
年
論
文
で
試
み
、
あ
る
程
度
分
析
し

て
い
る
。

Cf.
Easton, 
"
A
n
 Approach," (
京
極
訳
）
．

(
1
4
)

一
般
に
、
要
求
は
体
系
の
目
標
ま
た
は
政
策
の
形
式
に
影
響
し
、
支
持
は
こ
れ
ら
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
資
源
を
提
供
す
る
C
)
A
P
S
,
194)
。

5

変
換
機
能
の
諸
範
疇
を
導
出
す
る
た
め
に
ア
ー
モ
ン
ド
が
有
効
な
手
引
き
と
し
て
い
る
作
業
原
理
は
、
第
一
に
、
比
較
す
べ
き
対
象
の
複
雑

性
が
異
な
る
と
き
、
よ
り
複
雑
な
も
の
が
よ
り
単
純
な
も
の
の
基
準
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

a
A
C
P
,
16; D
A
P
S
,
 195)
。
そ
れ
ゆ
え
、
体

系
の
構
造
・
機
能
的
分
化
が
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
極
大
と
考
え
ら
れ
る
西
欧
の
諸
政
治
体
系
ー
—
そ
し
て
政
治
学
で
は
こ
れ
に
関
す
る
研
究
が
も
っ

バ
ア
＊
1
ム

と
も
周
密
で
業
績
も
豊
か
な
の
だ
が
ー
の
構
造
と
機
能
が
基
準
と
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
第
二
に
、
機
能
は
構
造
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
と
い
う
公

準
で
あ
る

a
'
A
C
P
,
6
1
 ;
 DA
P
S
,
 195)
。
こ
の
場
合
の
構
造
概
念
は
体
系
全
体
の
常
数
的
ゲ
シ
ュ
ク
ル
ト
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
単
位
的
に
組
織

さ
れ
た
役
割
の
セ
ッ
ト
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
ア
ー
モ
ン
ド
は
複
数
形

(structures)
で
使
用
し
て
い
る
。
構
造
は
、
機
能
を
顕
示
化
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
構
造
分
化
が
発
達
し
た
政
治
体
系
に
お
け
る
政
治
的
集
団
に
着
目
す
れ
ば
比
較
的
容
易
に
政
治
機
能
の
諸
範
疇
が
獲
得

(
1
)
 

さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
ア
ー
モ
ン
ド
は
、
①
選
挙
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
、
②
圧
力
団
体
、
⑧
政
党
、
④
議
会
、
⑱

政
府
と
官
僚
制
、
⑥
裁
判
所
、
に
着
目
し
て
、
さ
き
に
か
か
げ
た
六
つ
の
変
換
機
能
を
析
出
す
る
の
で
あ
る
。

"
F
A
C
P
"
で
は
、
こ
れ
ら
は
「
入

力
機
能
」
と
「
出
力
機
能
」
に
分
類
さ
れ
て
い
た
。
た
し
か
に
こ
の
表
現
に
は
若
干
固
題
が
あ
る
が
、
入
カ
ー
出
カ
フ
ロ
ー
の
う
ち
に
変
換
過
程
を

位
置
づ
け
る
と
き
、
こ
れ
を
段
階
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
有
益
で
あ
る
。

"
C
C
,
"
1963
で
も
か
れ
は
、
政
治
体
系
の
構
造
を
「
入
力
客
体
」
と

「
出
力
客
体
」
に
二
分
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え

"
D
A
P
S
"
で
も
、
お
そ
ら
く
、
次
図
の
よ
う
な
機
能
的
段
階
の
考
え
を
維
持
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

ア
ー
モ
ン
ド
は
こ
れ
ら
の
諸
範
疇
が
政
治
学
プ
ロ
。
＾
ー
か
ら
導
出
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
(
D
A
P
S
,
196)
。
こ
れ
は
も
と
も
と
既
存
の
政

一
四
六
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治
学
的
資
産
の
動
員
と
い
う
意
図
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
好
都
合
な
側
面
と
と
も
に
欠
陥
も
も
っ
て
い
る
。
•^
D
A
P
S
"

で
は
入
カ
ー
出
力
図
式
が
よ
り
整
合
的
な
形
で
採
用
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
た
め
に
そ
れ
が
目
立
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
従

来
の
ア
メ
リ
カ
政
治
学
で
比
較
的
に
軽
視
さ
れ
て
き
た
政
府
の
経
済
的
機
能
は
こ
の
リ
ス
ト
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
か
れ
の
機

能
ー
構
造
的
分
化
の
公
準
か
ら
し
て
も
国
の
中
央
銀
行
や
政
府
公
社
と
い
う
構
造
的
存
在
は
見
逃
さ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
ま
だ
政
府
は
、
一
面
大
変
な
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
者
で
あ
る
。
こ
の
旺
盛
な
消
化
機
能
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の

(
2
)

（

3
)
 

か
。
わ
れ
わ
れ
は
、
政
治
的
社
会
化
と
補
充
と
い
う
第
三
水
準
の
機
能
的
範
疇
化
に
そ
の
一
品
部
が
概
念
化
さ
れ
て
い
る
の
を
見

る
。
し
か
し
、
か
れ
の
能
力
分
析
に
お
い
て
、
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
フ
ロ
ー
が
し
め
る
ウ
ェ
イ
ト
と
対
比
す
る
と
き

c
^
D
A
P
S
"

パ
9
1
ソ

に
お
け
る
変
換
機
能
お
よ
び
補
充
機
能
の
概
念
化
が
型
相
と
情
報
の
重
視
と
い
う
点
に
お
い
て
偏
り
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
か
れ
の
概
念
化
は
、
政
府
は
も
っ
ぱ
ら
全
体
社
会
の
制
御
器
と
し
て
情
報
の
処
理
に
た
ず
さ
わ
る

も
の
だ
、
も
し
く
は
そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
観
念
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
政
府
活
動
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
で

の
伝
統
的
な
観
念
と
も
無
縁
で
は
な
い
。
新
興
諸
国
を
含
め
て
一
般
に
今
日
で
は
政
府
の
経
済
活
動
が
大
き
い
意
味
を
も
っ
て

い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
て
、
比
較
政
治
学
の
分
析
枠
組
と
し
て
、
ア
ー
モ
ソ
ド
の
機
能
範
疇
化
は
か
な
り
大
き
い
欠
陥
を
も
っ

て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
●
情
報
フ
ロ
ー
に
限
定
し
て
も
、
変
換
過
程
と
象
徴
過
性
と
い
う
一
般
的
概
念
の
見
地
か

ら
、
象
徴
的
入
・
出
力
と
の
一
貫
性
を
保
た
せ
つ
つ
利
益
表
出
化
、
綜
合
化
、
政
治
的
通
信
そ
の
他
を
、
よ
り
一
般
化
し
て
扱
う
必
要
が
あ
る
と
思

(
4
)
 

う
。
い
ま
ま
で
の
と
こ
ろ
、
政
治
体
系
に
お
け
る
象
徴
フ
ロ
ー
に
つ
い
て
は
政
治
学
プ
ロ
。
ハ
ー
に
お
い
て
も
相
当
の
研
究
蓄
積
が
あ
り
、
す
で
に
こ

(
5
)
 

の
角
度
か
ら
の
一
般
理
論
も
現
わ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
非
象
徴
フ
ロ
ー
に
つ
い
て
の
変
換
・
補
充
機
能
の
適
切
な
分
析
的
範
疇

(
6
)
 

化
は
不
十
分
で
あ
る
。
今
後
の
政
治
体
系
理
論
は
こ
の
点
の
改
善
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
能
力
の
諸
範
疇
も
こ
れ
と
の
連

(
7
)
 

関
で
再
検
討
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

(

1

)

．
本
章
6
に
お
け
る
構
造
論
を
参
照
。
構
造
的
分
化
の
機
能
論
的
把
握
と
し
て
は
、
。
＾
．
ー
ソ
ン
ス
の
「
機
能
的
妥
当
性
」

(functional
relevance)
の
考
え
方

が
代
表
的
で
あ
る
。

Cf.
T
.
 Parsons, T
h
e
 Social 
System, 1951•p. 

21,22.
な
お
マ
ル
ク
ス
は
、
「
疎
外
」
の
論
理
で
こ
の
問
題
に
接
近
し
て
い
る
C

私

自
身
は
「
機
能
的
物
化
」
と
い
う
概
念
化
が
適
当
だ
と
考
え
て
い
る
。

(
2
)

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば

S.
d
e
 
Grazia, 
T
h
e
 
Political Commgity•1948 

;
 D.
 Riesman, 
T
h
e
 Lonely Crowd•1950; 

R. E. 

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

変換過程

叫：：ニ
政治的通信l

ルール決定

→ ［ルール適用］）吃
ルール裁定

一
四
七
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6
 

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

Lane, Political 
Life, 1
9
5
8
;
 
ibid., 
Political 
Ideology, 1
9
6
0
 ;
 
H•H·Hyman, 

Political 
Soclalization, 
1
9
5
9
.

な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
c

(
3
)
た
と
え
ば
H
•
D
.Lasswell a
n
d
 D. 
Lerner, 
T
h
e
 C
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e
 
S
t
u
d
y
 of 
Elites, 1
9
5
2
;
 
D
.
 R
.
 
M
a
t
h
e
w
s
,
 T
h
e
 Social 
B
a
c
k
g
r
o
u
n
d
 

of 
Political 
Decision,Makers, 1
9
5
4
;
 

D. 
M
a
r
v
i
c
k
 ed., 
Political 
Decision 
M
a
k
e
r
s
,
 1
9
6
1

な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
ア
ー
モ
ン
ド
は
、
こ
れ
ら
の

研
究
領
域
を
機
能
的
範
疇
の
形
で
比
較
政
治
学
に
動
員
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
C

(

4

)

変
換
作
用
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
イ
ー
ス
ト
ソ
の
い
う
要
求
ー
入
力
の
イ
ッ
シ
ュ
(

i

器
ue)

へ
の
変
換
と
い
う
考
え
な
ど
大
い
に
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

京
極
訳
・
イ
ー
ス
ト
ン
「
政
治
体
制
分
析
の
一
試
論
」
ニ
―
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

(5)Cf•K. 

W
.
 Deutsch, N
e
r
v
e
s
 of 
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
,
 1
9
6
3
.

こ
の
領
域
に
お
け
る
日
本
で
の
業
績
と
し
て
は
、
丸
山
真
男
「
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
」

を
は
じ
め
と
し
て
、
永
井
陽
之
助
「
政
治
を
動
か
す
も
の
」
（
河
出
版
講
座
『
現
代
心
理
学
』

6
所
収
一
九
五
五
年
）
、
京
極
純
一
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
象
徴
過

程
」
日
（
『
思
想
』
一
九
五
六
年
―
一
月
号
所
収
）
、
岡
義
達
「
権
力
の
循
環
と
象
徴
の
選
択
」
（
『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
六
六
巻
第
一
―
•
―
二
号
所
収
）
な
ど
、

優
れ
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。

(6)RA•Dahl 

a
n
d
 C. 
E. 
L
i
n
d
b
l
o
m
,
 
Politics, 
E
c
o
n
o
m
i
c
s
 a
n
d
 
W
e
l
f
a
r
e
:
 
P
l
a
n
n
i
n
g
 
a
n
d
 Politico-Economic 
S
y
s
t
e
m
s
 
resolved 
into 

Basic Social 
Processes, 1
9
5
3

は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
。

(

7

)

こ
の
点
、
パ
ー
ソ
ソ
ス
の
「
経
済
と
社
会
」
に
お
け
る
A
G
I
L
理
論
の
適
用
と
ア
ー
モ
ン
ド
の
理
論
と
の
対
比
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
が
、
別
の
機
会
を
ま

ち
た
い
。一

九
六
五
年
論
文

(
D
A
P
S
)

で
は
、
ア
ー
モ
ン
ド
は
、
政
治
体
系
の
内
部
構
過
に
つ
い
て
の
理
論
的
展
開
を
試
み
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対

し
て
一
九
六

0
年
論
文

(
F
A
C
P
)
は
比
較
的
詳
細
に
こ
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
る
。
か
れ
は
。
〈
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
概
念
を

^
^
D
A
P
S
"
で
は
、
体
系

ー
環
境
レ
ベ
ル
に
も
適
用
し
て
い
る
が
、

c
^
F
A
C
P
"

に
お
け
る
構
造
に
よ
る
機
能
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
う
思
考
法
を
維
持
し
て
い
る

(cf.

D
A
P
S
,
 1
8
4
|
1
8
6
)

。
ま
た
変
換
機
能
の
諸
範
悶
も

^
'
F
A
C
P
"
と
ほ
と
ん
ど
同
一
の
ま
ま
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
＾
＂

F
A
C
P
"
に
よ
っ
て
、

か
れ
の
構
造
論
を
概
括
的
に
考
察
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

ア
ー
モ
ン
ド
の
政
治
休
系
の
構
造
に
関
す
る
実
質
的
思
想
は
、
か
れ
み
ず
か
ら
に
よ
っ
て
、
①

m
u
l
t
i
f
u
n
c
t
i
o
n
a
l
i
s
m

E
 cultural 
d
u
a
l
i
s
m
 

マ
ル
ナ
イ
フ
ァ
ッ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

⑧

political 
a
c
c
u
l
t
u
r
a
t
i
o
n
と
い
う
三
つ
の
言
華
で
渓
約
さ
れ
て
い
る

(
F
A
C
P
,
2
5
)

。
多
機
能
的
構
造
論
と
は
、
こ
う
で
あ
る
。
近
代
的
政

(
1
)
 

治
体
系
の
一
特
徴
は
、
機
能
的
に
分
化
し
た
専
門
的
諸
「
構
造
」
が
継
続
的
に
機
能
を
遂
行
し
て
い
る
こ
と
だ
。
し
か
し
そ
こ
で
も
機
能
と
「
構
造
」

の
一
対
一
の
対
応
関
係
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
通
常
―
つ
の
「
構
造
」
は
二
つ
以
上
の
機
能
に
関
連
し
、
こ
れ
ら
を
遂
行
し
て
い
る
。
原
始

的
な
体
系
ほ
ど
多
種
の
機
能
の
「
構
造
．
」
的
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
が
み
ら
れ
る
し
、
ま
た
他
の
社
会
構
造
に
よ
っ
て
非
継
続
的
・
非
専
門
的
に
政
治
機
能

一
四
八
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一
四
九

が
遂
行
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ど
の
よ
う
な
現
代
的
政
治
体
系
も
こ
の
よ
う
な
性
質
を
完
全
に
消
去
し
つ
く
し
て
い
る
と
は
い
え

(
2
)
 

な
い
の
で
あ
っ
て
、
「
構
造
」
が
多
く
の
機
能
を
遂
行
し
て
い
る
と
い
う
点
で
は
近
代
的
体
系
も
原
始
的
体
系
も
変
り
は
な
い

(
F
A
C
P
,
1
7
-
1
9
)
。

こ
の
洞
察
が
単
な
る
制
度
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
す
る
強
力
な
ア
ン
チ
・
テ
ー
ゼ
で
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
政
治
体
系
を
機
能
論
的
に
整
合
的
に
比

カルチュラル・デュアリズム

較
研
究
す
る
た
め
に
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
文
化
的
二
元
論
と
は
、
政
治
体
系
が
、
一
般
に
、
文
化
的
特
質
に
お

い
て
異
な
る
二
つ
の
構
造
の
接
合
態
と
し
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
現
代
的
政
治
体
系
に
も
、
古
い
政
治
体
系
に
固
有
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
あ

る
種
の
政
治
構
造
が
見
出
さ
れ
、
し
か
も
機
能
遂
行
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
と
い
う
洞
察
で
あ
る
。
ア
ー
モ
ン
ド
は
、
ラ
ザ
ー
ス
フ

(
3
)
 

ェ
ル
ト
ら
に
よ
る
地
方
共
同
社
会
に
お
け
る
世
論
形
成
過
程
に
関
す
る
実
証
的
研
究
と

E
。
カ
ッ
ツ
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
の
二
段
の
流
れ
」

(
4
)
 

の
モ
デ
ル
を
一
般
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
体
系
の
機
能
を
遂
行
す
る
た
め
に
「
特
殊
化
さ
れ
た
諸
構
造
は
非
特
殊
的
諸
構
造
と
共
存
関
係
に

あ
る
。
後
者
が
特
殊
的
構
造
の
存
在
に
よ
っ
て
モ
デ
ィ
フ
ァ
イ
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
決
し
て
そ
れ
に
同
化
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
」
と
主
張
す
る

(
F
A
C
P
,
2
1
)
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
機
能
的
に
特
殊
化
さ
れ
た
構
造
そ
の
も
の
の
内
部
に
も
、
第
一
次
集
団
な
い
し

(
5
)
 

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
組
織
が
存
在
し
、
重
要
な
機
能
を
果
し
て
い
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
だ
、
と
い
わ
れ
る

(loc.
cit.)
。
そ
れ
ゆ
え
か
れ

は
、
政
治
体
系
の
構
造
を
、
機
能
的
に
特
殊
化
さ
れ
た
構
造
と
特
殊
化
さ
れ
て
い
な
い
構
造
と
の
二
重
構
造
と
し
て
把
握
す
る
の
で
あ
る
。
か
れ
は

こ
の
二
つ
の
構
造
に
よ
る
機
能
遂
行
の
様
式

(style)

的
差
異
を
問
題
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
、
行
為
の
志
向
構
造
、
と
く
に
価
値
志
向
と

価
値
基
準
に
か
か
わ
る
文
化
的
差
異
の
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
治
体
系
の
二
重
構
造
性
は
シ
ス
テ
ム
の
文
化
的
―
1

元
性
と
し
て
定
式
化
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
社
会
学
で
は
周
知
の
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
対
立
の
問
題
で
も
あ
る
が
、
ア
ー
モ
ン
ド
は
両
者
の

複
合
を
考
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
政
治
体
系
を
一
元
的
に
把
握
し
て
、
近
代
的
政
治
体
系
を
前
近
代
的
政
治
体
系

(
6
)
 

と
を
不
連
続
な
、
い
わ
ば
質
的
に
異
な
る
類
型
と
し
て
対
立
さ
せ
る
サ
ッ
ト
ソ
や
リ
ッ
グ
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
リ
ッ
グ
ス

の
類
型
構
成
を
引
照
し
て
い
う
な
ら
ば
、
ア
ー
モ
ン
ド
の
立
場
は
、
「
近
代
『
工
業
型
』
体
系
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
存
在
せ
ず
、
つ
ね
に
『
農
業

型
』
体
系
を
内
包
し
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
命
題
で
表
現
さ
れ
る(
c
f
•
F
A
C
P
,

2
3
)
。
ア
ー
モ
ソ
ド
が
み
ず
か
ら
そ
の
系
譜
に
立
つ
と
語
っ
た
マ

ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
近
代
の
特
質
を
合
理
性

(Rationalitiit)

に
求
め
、
前
近
代
の
特
質
た
る
伝
統
性
と
呪
術
に
こ
れ
を
対
立
さ
せ
た
。
こ

の
対
立
は
、
か
れ
の
比
較
社
会
学
体
系
に
お
け
る
行
為
の
類
型
論
と
、
テ
ン
ニ
ー
ス
に
多
く
を
負
う
利
益
社
会
関
係
(
V
e
r
g
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
u
n
g
)
と
共
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同
社
会
関
係

(
<
9
g
e
m
e
i
n
s
c
h
a
f
t
u
n
g
)
と
い
う
対
概
念
と
し
て
も
現
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
か
れ
は
、
近
代
社
会
を
理
想
型
的
に
伝
統
的
社
会
と

対
立
さ
せ
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
形
成
過
程
を
合
理
化

(Rationalisierung)
ま
た
は
呪
術
か
ら
の
解
放

(
E
n
t
z
a
u
b
e
r
u
n
g
)
の
過
程
と
し
て
比

較
社
会
学
的
に
分
析
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
際
、
近
代
性
ー
伝
統
性
は
つ
ね
に
共
存
関
係
ー
た
だ
し
前
者
が
次
第
に
後
者
に
優
越
し
つ
つ
あ
る
過

程
に
お
け
る
そ
れ
ー
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
過
程
の
社
会
形
態
的
指
標
が
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
場
合
、
と
く
に
近
代
官
僚

制
の
発
達
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
リ
ッ
グ
ス
ら
は
・
行
政
と
官
僚
制
の
類
型
論
を
試
み
る
に
当
っ
て
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
行
為
類
型
論
を
理
論
的
に
整
合

(
7
)

．
 

的
に
分
化
さ
せ
た
パ
ー
ソ
ン
ス
の
型
相
変
数
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
へ
か
れ
ら
は
、
政
治
体
系
の
文
化
的
二
元
性
を
無
視
し
、
い
わ
ば
ウ
ェ
ー
バ

ー
を
理
想
型
構
成
の
側
面
に
一
面
化
す
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
ー
モ
ン
ド
も
政
治
体
系
の
構
造
的
特
性
を
。
ハ
ー
ソ
ソ
ス
の
型

相
変
数
理
論
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
規
定
し
よ
う
と
す
る
の
だ
が
、
か
れ
は
構
造
を
文
化
二
元
的
に
、
「
第
一
次
構
造
」
(
p
r
i
m
a
r
y
structures) 

と
「
第
二
次
構
造
」

(
s
e
c
o
n
d
a
r
y

structures)

の
二
重
構
造
と
し
て
把
握
す
る
。
前
者
は
、
個
別
主
義
ー
所
属
本
位
的
ー
感
情
的
な
「
伝
統
的

(
8
)
 

な
」
型

(
f
e
a
t
u
r
e
)

の
構
造
で
あ
り
、
後
者
は
普
遍
主
義
的
ー
業
績
本
位
的
—
感
情
中
立
的
な
、
「
近
代
的
な
」
型
の
構
造
で
あ
る
(
F
A
C
P
,
2
3
)

。

ポ
9

テ
イ
カ
ル
•
ア
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ツ
・
ソ

で
は
、
つ
ぎ
に
、
政
治
的
文
化
変
容
と
は
何
か
。
あ
ら
ゆ
る
政
治
体
系
は
文
化
二
元
的
構
造
を
有
す
る
が
、
政
治
体
系
に
よ
っ
て
、
第
一
次

構
造
と
第
二
次
構
造
と
の
相
互
関
係
は
こ
と
な
る
。
西
欧
諸
国
の
政
治
体
系
に
つ
い
て
い
え
ば
、
．
第
二
次
構
造
の
発
達
が
顕
著
で
あ
っ
て
、
第
一
次

構
造
が
そ
れ
に
よ
っ
て
大
き
い
影
響
（
「
近
代
化
」
）
を
う
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
二
つ
の
構
造
が
「
伝
統
的
ー
合
理
的
融
合
」
を

と
げ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
両
構
造
が
融
合
せ
ず
分
離
す
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
あ
る
非
西
欧
諸
国
に
お
け
る
よ
う
に
二
つ
が
結
合

も
対
立
も
せ
ず
並
存
し
て
い
る
タ
イ
プ
も
あ
ろ
う
。
新
興
諸
国
で
は
、
伝
統
的
構
造
と
そ
れ
に
移
植
さ
れ
た
近
代
的
構
造
と
が
、
伝
統
的
文
化
と
近

代
的
文
化
と
の
二
つ
の
文
化
の
接
触
に
よ
っ
て
は
げ
し
い
相
互
的
な
文
化
変
動
の
過
程
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
察
か
ら
、
す
べ
て
の
政

治
体
系
は
、
文
化
接
触
を
通
し
て
構
造
変
動
を
経
過
し
つ
つ
あ
る
「
過
渡
的
体
系
」

(
F
A
C
P
,

24)
で
あ
る
と
い
う
自
覚
が
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ア
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ツ
・
ッ

政
治
体
系
の
、
こ
の
構
造
的
接
触
変
動
は
、
文
化
人
類
学
で
い
う
文
化
変
容
の
一
局
面
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
ア
ー
モ
ン
ド
は
、
こ
れ
を
政

治
的
文
化
変
容
と
呼
ぶ
の
で
あ
る

(
c
f
•
F
A
C
P
,

2
5
,
 ~-

28)。
も
っ
と
も
、
こ
の
過
程
を
正
確
に
認
識
す
る
た
め
に
は
、

c
^
C
P
S
"

で
か
れ
が
導

入
し
た
政
治
文
化

G
o
l
i
t
i
g
l
cultg.re)
と
い
う
媒
介
変
数
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
れ
は
、
政
治
体
系
の
構
造
に
関
す
る
以
上
の
よ
う
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
、
政
治
変
動
の
過
程
を
有
効
適
確
に
把
握
す
る
う
え
で
従
来
の
一
元
論
的
、

一
五
〇
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均
衡
論
的
思
考
に
ま
さ
る
、
と
い
っ
て
い
る
が

(
F
A
C
P
,
2
5
)

、
素
直
に
こ
れ
を
承
認
し
て
よ
い
と
私
は
思
う
。
政
治
体
系
の
内
部
構
造
に
つ
い
て

ア
ー
モ
ン
ド
は
素
睛
し
い
洞
察
を
示
し
て
お
り
、
し
か
も
こ
れ
を
方
法
論
的
方
針
と
し
て
利
用
す
る
に
充
分
強
固
な
形
式
に
ま
で
組
織
し
て
い
る
。

し
か
し
、
か
れ
の
構
造
論
を
支
え
て
い
る
構
造
概
念
に
は
特
徴
的
な
偏
僑
が
あ
る
こ
と
も
、
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

か
れ
の
政
治
体
系
理
論
の
基
本
的
方
針
は
、

式
に
よ
っ
て
相
互
に
比
較
可
能
で
あ
る
」

(
F
A
C
P
,
6
1
)

と
い
う
命
題
に
要
約
さ
れ
、
こ
の
視
座
か
ら
政
治
体
系
の
統
計
力
学
的
な

、、

「
政
治
体
系
は
政
治
諸
楠
造
に
よ
る
政
治
諸
機
能
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ソ
ス
の
頻
度
と
様

定
量
的
分
析
ー
こ
れ
を
か
れ
は
「
確
率
論
的
理
論
」

(
p
r
o
b
a
l
i
s
t
i
c

t
h
e
o
r
y
)

と
よ
ん
で
い
る

れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
解
析
力
学
を
モ
デ
ル
と
す
る
。
ハ
ー
ソ
ン
ス
の
構
造
・
機
能
分
析
の
論
理
を
拡
張
し
つ
つ
政
治
学
へ

適
用
す
る
と
い
う
ァ
ー
モ
ン
ド
の
方
法
を
明
確
に
定
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
か
れ
の
構
造
概
念
は
。
ハ
ー
ソ
ン
ス
の
社
会

、
、
、
、
、

理
論
に
依
拠
し
て
分
析
的
。
抽
象
的
に
分
離
さ
れ
る
役
割
概
念
を
焦
点
と
す
る
分
析
的
構
造
概
念
と
し
て
明
示
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ

、
、
、
、
、

か
れ
に
は
、
構
造
の
具
体
的
単
位
、
す
な
わ
ち
具
体
的
構
造
の
意

て
い
る
の
で
あ
る

(cf.
C
P
S
,
 3
4
r
-
3
5
1
)
。
し
か
し
そ
の
一
方
、

に
お
け
る
政
治
機
能
の
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
大
量
顕
在
化
と
い
う
方
法
論
的
基
礎
認
識
が
、

一五

味
で
「
構
造
」
を
用
い
る
傾
向
が
強
い
。
機
能
的
範
疇
の
析
出
に
お
け
る
か
れ
の
「
中
範
囲
の
理
論
」
的
配
慮
と
現
代
的
政
治
体
系

「
具
体
的
構
造
」
概
念
と
「
分
析
的
構

造
」
概
念
と
の
区
別
を
曖
昧
に
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
両
者
の
区
別
は
、
政
治
体
系
の
機
能
論
的
な
模
型
構
成
に
お
い
て

決
定
的
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
。
ま
た
か
れ
に
は
。
ハ
ー
ソ
ン
ス
の
構
造
・
機
能
分
析
の
論
理
に
し
た
が
っ
て
構
造
を
役
割
の
コ
ン

パ
ク
ト
な
セ
ッ
ト
と
し
て
の
組
織
体
に
収
飲
さ
せ
、
機
能
と
二
元
的
に
分
離
す
る
傾
向
が
あ
る
。
た
と
え
ば
か
れ
が
、
機
能
’
構
造

的
に
特
殊
化
さ
れ
た
第
二
次
諸
集
団
の
こ
と
を
即
自
的
に
「
構
造
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
は
、
こ
の
傾
向
を
示
す

(cf.
F
A
C
P
,
 19
`
 

D
A
D
S
,
 1
9
5
 etc.)
。
か
れ
が
ほ
と
ん
ど
つ
ね
に
複
数
形
で
構
造
と
い
う
術
語
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
こ
れ
は
か

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

(
F
A
C
P
,
 4
.
 
6
3

ふ
4
)
ー
が
展
望
さ
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機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

れ
の
ウ
ェ
ー
パ
ー
的
な
政
治
概
念
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。
と
い
う
の
は
、
正
統
的
物
理
的
強
制
は
、
専
門
機
関
に
よ
る
組
織
的
制

裁
に
お
い
て
も
っ
と
も
明
瞭
に
現
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
政
治
体
系
の
全
体
像
は
、

い
ろ
い
ろ
な
政
治
機
能
を
分
担
的

に
遂
行
す
る
諸
「
構
造
」
ー
~
そ
れ
ら
は
機
関
と
し
て
の
具
体
性
な
い
し
機
能
的
凝
結
性
（
機
能
的
物
化
！
）
を
も
っ
て
い
る
ー
|
.

の
二
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
概
念
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
来
、
構
造
は
「
相

(patterning of 
interaction) 
(
C
P
S
,
 3
5
1
)

な
い
し
「
相
互
作
用
の
正
統
な
諸
型

相」
'
(
F
A
C
P
.

11)
と
し
概
念
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

"
D
A
P
S
"
で
は
．
「
諸
構
造
の
相
互
依
存
的
相
互
作
用
」
と
い
う
よ
う

な
使
用
法
が
お
こ
な
わ
れ
る
に
至
っ
て
い
る

(
D
A
P
S
,
1
8
5
-
1
9
6
)
、 0

な
り
離
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
混
乱
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
。
か
れ
の
構
造
概
念
は
、

全
体
的
構
造
」
の
問
題
を
回
避
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
構
造
概
念
に
よ
っ
て
シ
ス
テ
ム
全
体
の
機
制
に
関
す
る
生
理
学
的
分

析
を
方
向
づ
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、

い
わ
ば
「
構
造
の
相
互
作
用
の

か
れ
の
場
合
、
相
互
行
為
の
体
系
と
し
て

の
シ
ス
テ
ム
全
体
の
常
数
的
ゲ
シ
ュ
ク
ル
ト
と
い
う
意
味
で
の
構
造
の
概
念
化
が
か
な
り
軽
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

こ
れ
は

"
F
A
C
P
"

で
も
っ
と
も
強
く
出
て
い
る
傾
向
で
あ
る
が
、
•
•
D
A
P
S
"
で
も
、

か
れ
が
こ
れ
ま
で
の
体
系
理
論
が
高
い

統
合
性
と
機
能
的
凝
結
性
を
有
す
る
生
体
や
機
械
を
モ
デ
ル
と
し
て
き
た
こ
と
に
反
省
を
加
え
な
が
ら
、
そ
の
結
果
、
こ
れ
を
否
定

的
に
評
価
す
る
の
で
は
な
く
て
、
逆
に
シ
ス
テ
ム
理
論
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
深
め
て
い
る

(
D
A
P
S
,
1
8
6
-
1
8
9
)

に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
の
点
は
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
ア
ー
モ
ソ
ド
の
場
合
．
政
治
体
系
の
一
般
的
模
型
を
構
成
す
る
と
い
う
よ
り
も
比
較
政
治

学
の
実
用
的
な
統
一
的
分
析
枠
組
の
構
成
に
力
が
注
が
れ
て
い
た
こ
と
、
と
く
に
新
興
国
の
政
治
体
系

t
お
け
る
権
力
と
勢
力
の
内

部
的
拡
散
性
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
確
率
論
的
論
理
へ
の
配
慮
（
非
決
定
論
的
モ
デ
ル
）
が
、
政
治
体
系
の
全
体

互
作
用
（
ま
た
は
相
互
行
為
）
の
型
相
化
」

と
そ
れ
ら
を
結
び
つ
け
て
い
る
相
互
作
用
（
機
能
）

こ
の
段
階
で
は
、
構
造
と
い
う
言
葉
の
普
通
の
用
法
か
ら
か

一五
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で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

レ
ベ
ル
で
の
構
造
を
リ
ジ
ッ
ド
に
概
念
化
す
る
こ
と
を
妨
げ
、

、、

ひ
い
て
は
こ
の
レ
ベ
ル
で
の
構
造
概
念
を
稀
薄
に
さ
せ
た
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
機
能
的
な
政
治
体
系
の
「
構
造
」
的
要
素
の
間
に
も
非
決
定
論
的
か
つ
ア
モ
ル
フ
で
は
あ
っ
て
も
、
連
関
は
存
在
し

う
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
一
定
の
抽
象
化
を
お
こ
な
い
、
そ
の
構
造
を
把
握
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
内
部
機
制

分
析
の
た
め
に
も
入
カ
ー
出
力
図
式
は
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
具
体
的
構
造
と
分
析
的
構
造
を
明
確

に
区
別
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
抽
象
的
分
析
的
構
造
の
モ
デ
ル
を
可
視
的
・
操
作
的
な
具
体
性
を
も
つ
形
態
に
組
立
て
る
こ
と

は
で
き
る
が
、
こ
れ
は
制
度
的
な
具
体
的
構
造
と
は
全
く
別
物
だ
か
ら
で
あ
る
。

い
て
変
換
機
能
の
水
準
に
お
け
る
生
理
学
的
な
理
論
的
展
開
を
試
み
る
た
め
に
は
、

か
れ
の
構
造
概
念
そ
の
も
の
の
再
検
討
が
必
要

(

1

)

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
＾
Betrieb>
と
し
て
の
近
代
国
家
と
い
う
概
念
を
想
起
さ
れ
た
い
。

M
.
W
e
b
e
r「̀•
D
i
erationale 
Staa_tsans
巨
t
u
n
d
 

clie 
m
o
d
e
m
e
n
 politischen Parteien 
u
n
d
 
P
a
r
l
a
m
e
n
t
e
 :
 Staatssoziologie," 
in 
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
 u
n
d
 Gesellschaft, 4
.
 
Aull. 1
9
5
6
.
 

(IJ;Iitfj方
h
〈

訳
一
九
六

0
年）

(

2

)

と
い
う
こ
と
は
、
政
治
体
系
に
お
け
る
機
能
の
構
造
的
分
化
が
未
分
化
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
裏
返
し
で
あ
る
。
政
治
体
系
は
「
相
互
作
用
的
諸
役
割
の
セ
ッ

ト
」
で
あ
っ
て

(
C
P
S
.
3
5
1
)

、
個
人
の
行
動
は
役
割
行
為
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
政
治
体
系
は
、
政
治
的
社
会
分
業
を
通
し
て
作
動
し
て
い
る
。
こ
れ
は
歴
史
的
・

発
生
的
に
は
、
試
行
錯
誤
過
程
を
経
て
、
統
計
的
に
次
第
に
形
成
さ
れ
、
制
度
化
の
機
制
に
よ
っ
て
ひ
と
た
び
確
立
さ
れ
る
と
、
学
習
お
よ
び
社
会
統
制
に
よ
っ
て

再
生
産
さ
れ
、
一
種
の
大
き
い
慣
性
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
制
度
的
．
ハ
ク
ー
ン
の
開
発
は
、
人
類
史
を
通
し
て
の
一
種
の
課
題
と
も
み
な
さ
れ
う
る
。
パ
ス
カ
ル
は

『
バ
ン
セ
』
の
な
か
で
こ
れ
に
関
す
る
鋭
い
洞
察
を
示
し
て
い
る
。
歴
史
的
に
先
行
す
る
諸
社
会
で
開
発
さ
れ
た
制
度
的
パ
タ
ー
ン
は
、
歴
史
過
程
に
お
い
て
そ
の

機
能
的
有
効
性
の
見
地
か
ら
テ
ス
ト
さ
れ
、
次
第
に
陶
汰
さ
れ
て
ゆ
く
。
有
効
な
制
度
的
．
ハ
ク
ー
ン
は
蓄
稿
さ
れ
、
新
し
く
開
発
さ
れ
る
制
度
の
基
礎
に
な
る
C

た

と
え
ば
「
法
の
継
受
」
C

か
く
し
て
、
社
会
体
系
と
政
治
体
系
の
有
す
る
制
庶
的
構
造
は
次
第
に
機
能
的
に
分
化
し
発
達
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
e

と
く
に
近
代
社
会

は
、
機
能
的
な
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
化
を
急
激
に
押
し
進
め
た
。
そ
の
代
表
的
事
例
は
株
式
会
社
お
よ
び
近
代
官
僚
制
で
あ
る
。

(
3
)
P
.
 F. 
L
a
z
a
r
s
f
e
l
d
`
B
.
 Berelson, 
a
n
d
 H•Gaudet, 

T
h
e
 People's 
Choice, 1
9
4
8
;
 R•K. 

M
e
r
t
o
n
,
 "
P
a
t
t
e
r
n
s
 of Influence: 
A
 
S
日
d
y

of 
Interpersonal Influence 
a
n
d
 
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
 
B
e
h
a
v
i
o
r
 
in 
L
o
c
a
l
 
C
o
m
m
u
n
i
t
y
,
"
 in 
P. 
Lazarsfeld 
a
n
d
 
F. 
N
・
S
t
a
n
t
o
n
 
eds., 

C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
 
R
e
s
e
a
r
c
h
,
 1
9
4
8
,
1
9
4
9
,
 
1
9
4
9
;
 
also 
cf. 
M
e
r
t
o
n
`
S
o
c
i
a
l
 
T
h
e
o
r
y
 
a
n
d
 
Social 
Structure, 
rev. 
ed., 1
9
5
7
,
 

C
h
a
p
.
 1
0
 ;
 

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

一五三．

以
上
か
ら
、
ア
ー
モ
ン
ド
が

^
'
D
A
P
S
"
に
お
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機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

L
g
B
a
f臭
d,
Berelson, 
a
n
d
 M
c
P
e
e
,
 V
o
t
i
n
g
"
A
 S
t
u
d
y
 of 
Opinion F
o
r
m
a
t
i
o
n
 in 
a
 Pr
e
s
i
d
g
d巴

Campaign,

1954 ;
 Elihu K
a
t
z
 
a
n
d
 

P. 
F. Lazarsfeld, 
Personal Influence: 
T
h
e
 Part Played b
y
 People in 
the F
l
o
w
 of 
M
a
s
s
 Communication, 1955. 

(
4
)
E巴
h
u
Katz, "
T
h
e
 T
w
o
-
S
t
e
p
 F
l
o
w
 of 
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
:
 A
n
 Up-to D
a
t
e
 Report o
n
 a
n
 Hypothesis," Public Opinion Quarterly, 

Vol. 
X
X
I
,
 N
o
.
 1•(Spr. 

1957). 

(
5
)
ア
ー
モ
ン
ド
が
参
照
を
求
め
て
い
る
の
は
、
第
一
次
集
団
研
究
に
関
す
るE
•
A
・
シ
ル
ズ
の
概
括
的
論
文
、S
h
i
l
s
,

"
T
h
e
 Study of P
r
i
m
a
r
y
 Group," 

in 
Lerner a
n
d
 L
a器
well
eds., 
Policy S
c
i
e
n
c
e
s
•
1
9
5
1
.

と

S

・
ヴ
ァ
ー
バ
の
博
士
論
文
（
一
九
五
九
年
）
で
あ
る
。
S
.
Verba, Small G
r
o
n
p
s
 a
n
d
 

p
品
仔
巴

B
告
avior
:
 A
 S
t
u
d
y
 of 
Leadership, 
1961 
(
青
井
和
夫
訳
、
一
九
六
三
年
）
を
参
照
し
大
組
織
に
お
け
る
イ
ソ
フ
ォ
ー
マ
ル
組
織
の
重
要
性
は
、

E
・
メ
イ
ヨ
ー
お
よ
び
そ
の
後
継
者
F
・
レ
ス
リ
ス
バ
ー
ガ
ー
ら
の
人
間
関
係
論
に
よ
っ
て
は
や
く
か
ら
強
調
さ
れ
て
い
た
。

Cf•F. 

J. 
Roethlisberger, W
.
 
J•Dickson, 

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 a
n
d
 the W
o
r
k
e
r
,
 1939; E. 
M
a
y
o
,
 
T
h
e
 H
u
m
a
n
 P
r
o
b
l
e
m
 of 
a
n
 Industrial 

Civilization, 
1933 
(
村
本
栄
一
訳
、
一
九
五
一
年
）
。
公
行
政
の
官
僚
制
機
構
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
組
織
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ト
ル
ド
1
1

マ
ー
ク
ス
が
一
九
四
六
年
に
先
駆
的
な
包
括
的
問
題
提
起
を
し
た
。
足
立
忠
夫
・
山
川
雄
巳
「
マ
ソ
ス
フ

4
ー
ル
ド
1
1
マ
ー
ク
ス
『
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
組
織
』
」
（
『
法

と

政

治

』

第

九

巻

第

一

号

所

収

、

一

九

五

八

年

三

月

）

を

参

照

さ

れ

た

い

。

．

(
6
)
F
.
 X
.
 Sutton,

＾^S
2
位
T
h
8
q
a
n
d
Comparative Politics,'a paper prepared for a
 co
n
f
e
r
g
c
e
 of the C
o
m
m
i
t
t
e
e
 o
n
 Comparative 

P
o
l
i
t
i
g
S
且
巴
Science
Research Council, held at 
Princeton University in 
J
u
n
e
 1954•later 

reprinted in Eckstein a
n
d
 Arpter eds., 

g

m
悶
rative
Politics, 
1963 ;
 
F•W. 

Riggs, 
"
A
g
r
a
r
i
a
 
a
n
d
 
Industriaー

T
o
w
a
r
d
a
 Ty
p
o
l
o
g
y
 of 
Comparative Administration," 
in 

W
:
 J. 
Siffin 
ed., 
T
o
w
a
r
d
 a
 Co
m
p
a
r
a
牙
e
S
t
u
d
y
 of 
Public Administration•1957. 

(
7
)
C
f
.
 T
.
 Parsons a
n
d
 E. 
A. Shils eds., 
T
o
w
a
r
d
 a
 General T
,
h
8
r
y
 of Action•1951•pp.76ff. 

(
永
井
・
作
田
・
橋
本
訳
・
―
ニ
ニ
ペ
ー

ジ
以
下
）
。
。
＾
ー
ソ
ン
ス
に
お
け
る
型
相
変
数
の
成
立
と
そ
の
発
展
の
経
緯
は
、

Parsons
a
n
d
 
S
m
e
l器
r,
E
c
o
n
o
m
y
 a
n
d
 
Society•1956 

(
富
永
訳
）
で
要

約
さ
れ
て
い
る
。
訳
書
五
三
ー
六
一
ペ
ー
ジ
を
参
照
。
こ
こ
で
こ
れ
に
コ
メ
ソ
ト
を
加
え
て
お
く
。
型
相
変
数
の
図
式
は
、
役
割
構
造
を
社
会
体
系
の
な
か
で
制
度

化
さ
れ
て
い
る
価
値
の
分
析
と
む
す
び
つ
け
、
社
会
的
役
割
に
お
け
る
志
向
の
様
式
を
体
系
的
に
分
類
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
出
発
点
は
、

F
・
テ
ソ

ニ
ー
ス
の
「
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
」
の
区
別
で
あ
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
『
経
済
と
社
会
』
に
お
い
て
、
テ
ソ
ニ
ー
ス
を
高
く
評
価
し
つ
つ
、

「
し
か
し
テ
ン
ニ
ー
ス
は
か
れ
の
目
的
の
た
め
に
た
だ
ち
に
こ
の
区
別
に
対
し
て
、
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
の
目
的
に
と
っ
て
便
利
で
あ
る
よ
り
は
本
質
的
に
い
っ
そ
う

特
殊
な
内
容
を
与
え
た
の
で
あ
る
」
と
批
評
し
て
い
る
。

W
e
b
e
r
,
Wirtschaft 
u
n
d
 
GP'll'11Thaft, 
3. 
A
w
l
.
 I. 
SS. 1
•
2
2
.
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
そ
の
理
解

社
会
学
的
立
湯
か
ら
、
社
会
的
行
為
の
理
論
（
と
く
に
、

1
目
的
合
理
的
、

2
価
値
合
理
的
、

3
感
情
的
、

4
伝
統
的
、
と
い
う
あ
の
行
為
の
モ
チ
ー
フ
の
分
析
）

と
社
会
構
造
論
と
を
厳
格
な
方
法
論
的
論
理
構
成
で
結
合
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
か
れ
の

Gemeins<"heftung
と

Gesell咎
heftuny

の
概
念
も
そ
の
よ

う
な
方
法
論
的
規
定
を
う
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
感
動
的
ま
た
は
伝
統
的
な
共
属
意
識
と
価
値
合
理
的
ま
た
は
目
的
合
理
的
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
利
害
結
合
と
に
対
応
す

る
社
会
関
係
と
し
て
構
成
さ
れ
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
テ
ソ
ニ
ー
ス
が
移
行
関
係
を
一
元
的
に
考
え
た
の
に
対
し
て
、
行
為
理
論
と
の
連
関
に
お
い
て
二
つ
の
社
会

一
五
四

岱2



す
で
に
わ
れ
わ
れ
が
み
た
よ
う
に
、
比
較
政
治
学
は
文
化
変
動
の
問
題
と
対
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ラ
ス
ト
ウ
の
い
う
よ
う
に
「
文
化
は
政

(
1
)
 

治
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
政
治
の
中
心
テ
ー
マ
で
あ
る
」
。
ア
ー
モ
ン
ド
の
政
治
構
造
論
に
お
け
る
「
文
化
的
二
元
論
」
と
「
政

治
的
文
化
変
容
論
」
は
こ
の
課
題
を
明
確
に
定
式
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
文
化
変
動
の
問
題
は
政
治
と
文
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
よ

り
広
い
問
題
意
識
を
開
か
ず
に
は
お
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
意
識
は
様
々
な
表
現
形
態
を
と
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
わ
が
国
で
一
時

論
壇
に
お
け
る
流
行
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
」
や
「
政
治
と
文
学
」
論
、
あ
る
い
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
論
な
ど
に
し
て
も
、
戦

後
日
本
に
お
け
る
文
化
的
諸
潮
流
の
激
突
か
ら
生
ま
れ
た
こ
の
種
の
問
題
意
識
の
一
形
態
と
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
問
題
は
、

政
治
と
文
化
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
い
か
に
科
学
的
に
把
握
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
比
較
政
治
学
的
研
究
と
い
う
立
場
か
ら
、
ア
ー

モ
ン
ド
は
直
戟
に
、
文
化
人
類
学
を
援
用
す
る
と
い
う
方
法
を
，
と
っ
た
。
そ
し
て
、
単
に
文
化
人
類
学
理
論
を

a
d
h
o
c

に
利
用
す
る
に
と
ど
ま
ら

ず
、
よ
り
一
般
化
さ
れ
た
。
ハ
ー
ソ
ン
ス
ら
の
行
為
理
論
に
依
拠
し
つ
つ
文
化
体
系
の
下
位
体
系
と
し
て
の
「
政
治
文
化
」

G
o
l
i
t
i
c
l

c
u
l
t
u
r
e
)

と

(
2
)
 

い
う
概
念
を
楷
成
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
概
念
は
、
か
れ
の
政
治
学
体
系
で
重
要
な
位
置
を
し
め
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
科
学
全
体
に
対

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

ハ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
の
政
治
文
化

一
五
五

「
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
」
と
「
ゲ
ゼ
ル
シ

関
係
を
多
元
的
に
把
握
す
る
道
を
開
い
た
の
で
あ
る
。
。
ハ
ー
ソ
ン
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
ウ
ェ
ー
・
バ
ー
の
試
み
を
継
承
し
、
五
つ
の
軸
を
も
つ
多
元
的
図
式
に
よ
っ

て
、
社
会
構
造
を
比
較
分
類
し
よ
う
と
し
た
。
か
く
し
て
か
れ
は
構
造
を
規
定
す
る
と
こ
ろ
の
五
つ
の
独
立
に
変
化
す
る
区
別
1
1
二
分
法
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
{

1

)

self 
interest 
vs. 
disinterestedness 
/
 self、orientation
vs. 
collectivity-orientation, 
(
2
)
 

u
n
i
v
e
r
s
a
l
i
s
m
 
vs. 
particularism, (
3
)
 

functional'specifity 
vs. 
functional 
d
i
f
f
u
s
e
n
e
s
s
`
M
 

p
e
r
f
o
r
m
a
n
c
e
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
型
相
変
数

(pattern
variables)

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
明
確
な
表
現
は
、

P
a
r
s
o
n
s
,
T
h
e
 Social 
S
y
s
t
e
m
`
 

1
9
5
1

と
P
a
r
s
o
n
s
a
n
d
 Shils 
eels.,0p. 
cit.

で
な
さ
れ
た
。
そ
の
絲
や
も
バ
ー
ソ
ソ
ス
は
型
相
変
数
の
思
想
を
探
化
し
て
い
る
が
、
と
く
に
、
田
を
の
ぞ
く
四

つ
の
変
数
に
関
心
を
集
中
し
、
有
名
な
A
G
I
L
の
理
論
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。
ア
ー
モ
ソ
ド
を
扱
う
本
稿
で
も
、
同
様
に
、
後
の
四
つ
の
変
数
が
問
題
で
あ
る
。

ゲ
ゼ
ル
ツ
ャ
フ
ト
は
パ
ー
ソ
ソ
ス
の
型
相
変
数
を
用
い
る
と
、
い
普
遍
主
義
、
③
機
能
的
特
殊
性
、
岡
感
情
中
立
性
、
い
業
績
主
義
ま
た
は
遂
行
（
バ
フ
ォ
ー
マ
ッ

ス
）
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ゲ
マ
イ
ソ
シ
ャ
フ
ト
は
そ
の
逆
。

(
8
)

前
註
(

7

)

を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
こ
で
ア
ー
モ
ン
ド
が
用
い
て
い
る
「
伝
統
的
」
ー
「
近
代
的
」
の
区
別
は
、

ャ
フ
ト
的
」
の
区
別
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
が
、
こ
の
文
脈
で
は
非
分
析
的
で
あ
ま
り
適
当
で
な
い
用
語
法
で
あ
る
。
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え
て
い
る

(cc,
3
2
f
f
)
。

た
し
か
に
マ
イ
ク
ロ
理
論
は
マ
ク
ロ
理
論
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
個
人
の
心
理
的

②
政
治
的
性
格
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
で
あ
る

マ

イ

ク

・

個
々
の
政
治
行
動
の
心
理
的
側
面
に
関
心
を
集
中
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
微
視
的
政
治
理

マ

9
•
(
3
)

論
、
政
治
体
系
の
過
程
・
構
造
・
制
度
に
関
心
を
集
中
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
巨
視
的
政
治
理
論
と
呼
び
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
考

(cc, 3
5
)
。
ア
ー
モ
ン
ド
11
ヴ
ァ
ー
バ
は
、

れ
に
よ
れ
ば
、

政
治
行
動
を
文
脈
づ
け
て
い
る
の
は
、

①
政
治
構
造
と
政
治
文
化
、

ィ
体
系
）
に
関
す
る
理
論
に
つ
い
て
も
か
れ
ら
に
依
拠
し
つ
つ
、

究
な
ど
に
お
い
て
赫
々
た
る
成
果
を
収
め
て
き
て
い
る
。
方
法
的
に
は
と
く
に
心
理
学
お
よ
び
社
会
心
理
学
か
ら
の
寄
与
が
大
き
か

(
1
)
 
た
。
し
か
し
、
イ
ー
ス
ト
ン
ら
が
批
判
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
研
究
が
累
積
的
に
統
合
さ
れ
体
系
化
さ
れ
な
い
憾
み
が
あ
っ
た

(
2
)
 

の
も
事
実
で
あ
る
。
イ
ー
ス
ト
ン
自
身
や
ア
ー
モ
ン
ド
の
政
治
体
系
理
論
の
動
機
は
、
そ
れ
ま
で
の
政
治
行
動
論
が
も
っ
て
い
だ
断

片
的
性
格
を
明
確
な
方
法
論
的
概
念
に
よ
っ
て
止
揚
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
政
治
体
系
（
社
会
体
系
の
下
位
体
系
）
の
構

造
と
機
能
に
つ
い
て
。
ハ
ー
ソ
ン
ス
11

シ
ル
ズ
に
依
拠
し
た
ア
ー
モ
ン
ド
は
、

軸
と
な
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
行
為
志
向
の
理
論
で
あ
る
が
、

特
殊
1
1
政
治
的
な
志
向
を
こ
れ
と
区
別
し
て
と
り
あ
げ
、

さ
ら
に
徹
底
し
て
政
治
文
化
と
い
う
概
念
を
構
成
し
た
こ
と
に
あ
る
。
か

行
為
体
系
の
他
の
二
要
素
（
文
化
体
系
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ー

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

す
る
か
れ
の
大
き
い
寄
与
で
あ
る
。
そ
の
偉
力
の
一
端
は
、

S
・
ヴ
ァ
ー
・
ハ
と
の
共
著
『
市
民
文
化
ー
|
．
五
カ
国
に
お
け
る
政
治
的
態
度
と
民
主
主

義
』
(
-
九
六
三
年
）
に
十
分
示
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
か
れ
の
政
治
文
化
理
論
を
概
括
し
、
こ
れ
に
若
干
の
検
討
を
加
え
よ
う
。

(
1
)
D
.
 A. R
u
s
t
o
w
,
 "
N
e
w
 Horizons for 
C
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e
 Politics," 
W
o
r
l
d
 Politics, 
Vol. 
I
X
 (July 1957)•p. 

534. 

(

2

)

こ
の
概
念
の
成
立
に
は
、
か
れ
が
、
つ
と
に
政
治
教
育
お
よ
び
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
問
題
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
き
て
い
た
こ
と
が
―
つ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る

で
あ
ろ
う
。
本
章
2
節
註
(

8

)

お
よ
び

A
l
m
o
n
d
,
A
p
p
e
a
l
0
f
 C
o
m
m
u
n
i
s
m
,
 1954
を
参
照
。

政
治
行
動
論
は
、
こ
れ
ま
で
エ
リ
ー
ト
研
究
、
象
徴
過
程
と
政
治
宣
伝
の
研
究
、
大
衆
の
心
理
。
エ
ト
ス
と
投
票
行
動
の
研

文
化
ー
心
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
よ
う
と
す
る
。
そ
の
際
、
中

か
れ
の
独
自
な
貢
献
は
、
た
ん
に
一
般
的
な
志
向
だ
け
で
は
な
く
、

一
五
六
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機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

傾
向
と
政
治
構
造
・
過
程
の
連
結
関
係
の
説
明
に
は
成
功
し
て
い
な
い
。
個
人
心
理
学
だ
け
で
は
だ
め
で
あ
る
。
両
者
の
連
結
環
は

何
か
。
政
治
文
化
だ
、

と
か
れ
ら
は
答
え
る
。
政
治
文
化
概
念
が
マ
イ
ク
ロ
理
論
と
マ
ク
ロ
理
論
と
を
体
系
的
に
無
理
な
く
関
連
づ

け
、
説
明
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
個
人
心
理
は
、
政
治
構
造
に
接
続
さ
れ
難
い
が
、

一
五
七

続
さ
れ
易
い
。
政
治
文
化
は
一
定
の
論
理
に
よ
っ
て
政
治
構
造
と
接
続
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
に
言
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

イ
ク
ロ
理
論
は
マ
ク
ロ
理
論
へ
と
論
理
必
然
的
に
連
絡
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
逆
方
向
も
同
様
で
あ
る
。
政
治
文
化
理
論
は
、
こ

(
4
)
 

の
よ
う
に
、
｀
｀
、
ク
ロ
と
マ
ク
ロ
の
二
つ
の
論
理
を
媒
介
す
る
論
理
機
構
の
役
割
を
果
す
べ
く
定
位
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
政
治
学
の
枠
内
で
こ
れ
に
当
る
理
論
的
地
位
を
し
め
て
い
る
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
周
知
の
よ
う
に
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
・
ハ
ー
は
、

ベ
ア
ム
テ

「
支
配
の
『
妥
当
』
は
い
か
な
る
窮
極
的
原
理
に
も
と
づ
き
う
る
か
、
換
言
す
れ
ば
、
ヘ
ル
に
対
す
る
『
役
人
』
の
服
従
を
、
ま
た
こ
の
両
者
に
対

(
5
)
 

す
る
被
支
配
者
の
服
従
を
要
求
す
る
権
利
は
、
い
か
な
る
窮
極
的
原
理
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
か
」
と
い
う
問
を
発
し
、
こ
の
「
正
統
性
原
理
」
の

差
異
に
よ
っ
て
支
配
の
三
つ
の
基
本
類
型
を
構
成
し
た
。
「
支
配
の
正
当
性
の
こ
の
よ
う
な
基
礎
づ
け
方
は
、
経
験
的
な
支
配
構
造
の
最
も
現
実
的

な
相
違
を
基
礎
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
支
配
に
と
っ
て
決
し
て
単
に
理
論
的
ま
た
は
哲
学
的
な
思
弁
の
問
題
な
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

ゼ

ル

ブ

ス

ト

レ

ヒ

ト

フ

ニ

ル

テ

イ

グ

ッ

グ

・

と
は
、
あ
ら
ゆ
る
力
、
い
な
あ
ら
ゆ
る
生
活
チ
ャ
ン
ス
一
般
が
、
自
己
義
認
の
要
求
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
極
め
て
一
般
的
な
事
態
に
そ

(
6
)
 

の
根
拠
を
も
っ
て
い
る
。
」
か
れ
の
支
配
の
社
会
学
お
よ
び
国
家
社
会
学
に
と
っ
て
決
定
的
な
の
は
支
配
体
系
の
安
定
性
を
正
統
性
信
念
が
決
定
す

、
、
、
、
、
、
、
、

る
と
い
う
洞
察
な
の
で
あ
る
。
か
れ
の
言
薬
を
か
り
れ
ば
、
「
『
客
観
的
に
』
正
当
な
も
の
と
評
価
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
場
合

、
、
、
、
、

も
ち
ろ
ん
、
概
念
的
に
は
全
く
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
…
…
帰
依
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
そ
う
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
の
み
が
、
重
要
な

(
7
)
 

の
で
あ
る
。
」
つ
ま
り
、
個
々
人
の
評
価
感
情
・
態
度
の
あ
る
特
殊
な
社
会
的
分
布
状
態
が
問
題
と
さ
れ
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
「
正
統
性
信
念
」
は
、

そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
支
配
の
構
造
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
。
し
か
も
個
々
人
の
心
理
と
は
区
別
さ
れ
る
、

セ
ッ
テ
イ
ソ
ダ

一
種
の
社
会
ー
心
理
的
配
置
状
況
で
あ
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
支
配
の
社
会
学
に
お
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
研
究
領
域
に
お
い
て
も
こ
の
種

の
媒
介
変
数
の
有
効
性
を
実
証
し
た
。
す
で
に
何
回
が
触
れ
た
よ
う
に
、
ア
ー
モ
ン
ド
に
対
す
る
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
影
響
は
一
般
的
に
か
な
り
著
し
い マ

「
志
向
の
型
相
」
と
し
て
の
政
治
文
化
に
は
接
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れ
て
い
る
。

2
 機

能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

か
れ
は
パ
ー
ソ
ン
ス

11

シ
ル

も
の
が
あ
る
が
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
「
正
統
性
信
念
」
と
ア
ー
モ
ン
ド
の
「
政
治
文
化
」
の
論
理
的
類
同
性
も
す
で
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ

え
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ア
ー
モ
ン
ド
の
こ
の
概
念
は
、
ウ
ェ
ー
・
ハ
ー
に
お
け
る
正
統
性
の
政
治
社
会
学
理
論
を
継
受
し
、
こ
れ
を
分
析
的
に
発
展
さ
せ

た
も
の
で
あ
る
と
推
定
す
る
。
か
れ
に
と
っ
て
幸
運
で
あ
っ
た
の
は
、
同
じ
く
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
社
会
理
論
の
影
響
下
に
あ
る
。
ハ
ー
ソ
ソ
ス
が
、
分
析

(
8
)
 

的
な
道
具
を
準
備
し
て
い
て
く
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

(
1
)
C
f
.
 B. 
Crick, T
h
e
 A
m
e
r
i
c
a
n
 Science of P
o
l
i
t
i
c
s
"
I
5
0

品
~
i
n
san
d
 Conditions•1959; 

V
.
 D
y
k
e
,
 Political 
S
c
i
e
n
c
e
"
A
 Philoso-

phical 
Analysis, 
1960.
な
お
、
綿
貫
譲
治
『
現
代
政
治
と
社
会
変
動
』
（
一
九
六
二
年
）
を
参
照
。

(

2

)

本
論
文
第
一
章
を
参
照
。

(

3

)

こ
の
二
つ
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
ア
ー
モ
ン
ド
1
1
ヴ
ァ
ー
バ
は
、

S
百
i口

R
o
k
k
a
n
a
n
d
 A
品
us
Campbell, 
"
N
o
r
w
a
y
 a
n
d
 the 
U
n
i
t
e
d
 
S
t
a
t
g
 

of America," International 
S
8
i
a
l
 Science Journal, Vol•XII•No. 

l, 
1960
の
全
乞
限
を
命
令
め
て
い
る
。

(

4

)

綿
貫
譲
治
・
前
掲
書
、
一
九
五
ペ
ー
ジ
は
、
ア
ー
モ
ソ
ド
の
政
治
文
化
概
念
に
触
れ
、
「
マ
ー
ト
ン
の
い
う
中
範
囲
の
理
論
、
中
範
囲
の
概
念
」
と
し
て
性
格

づ
け
て
い
る
。
な
お
同
書
、
二
ニ
三
ペ
ー
ジ
以
下
を
参
照
。

(

5

)

世
良
晃
志
郎
訳
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
『
支
配
の
社
会
学
』
二
七
ペ
ー
ジ
。

(
6
)

同
右
、
二
八
ペ
ー
ジ
。

(
7
)
M
.
 W
e
b
e
r
,
 W
i
r
t
春
aft
u
n
d
 G
g
邑
s
h
a
f
t
•
3
.

Aufl, 
I, 
S. 
140. 

(

8

)

ア
ー
モ
ソ
ド
が
依
拠
し
た
バ
ー
ソ
ソ
ス
1
1
シ
ル
ズ
の
志
向
理
論
お
よ
び
そ
れ
と
ア
ー
モ
ン
ド
の
政
治
文
化
概
念
と
の
関
係
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
す
る
一
節
を

設
け
て
あ
っ
た
が
、
省
い
た
。

T
.
Parsons a
n
d
 E. A
.
 Shils eds, 
T
o
w
a
r
d
 a
 General 
T
h
e
o
r
y
 of Action•1951. 

C

永
井
・
作
田
・
橋
本
訳
、
一

九
六

0
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

政
治
文
化
概
念
は
6
よ

C
P
S
,
"
1
9
5
6

で
導
入
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

＊
・
1
シ

曰

ソ

「
あ
る
国
民
社
会
の
政
治
文
化
と
は
、
そ
の
国
民
社
会
の
メ
ソ
バ
ー
間
に
お
け
る
、
政
治
的
諸
客
体
に
対
す
る
志
向
の

そ
の
よ
り
整
合
的
な
定
義
は

:
^
C
C
,
'
'
1
9
6
3
で
与
え
ら

諸
型
相
の
特
定
の
分
布
の
こ
と
で
あ
る
」

(cc,1
5
)
。
す
な
わ
ち
政
治
文
化
は
こ
れ
ら
の
メ
ン
バ
ー
の
「
認
識
、
感
情
お
よ
び
評
価

(
1
)
 

の
う
ち
に
内
面
化
さ
れ
た
政
治
体
系
」

(cc,
1
4
)

に
か
か
わ
る
。
志
向
の
一
般
理
論
に
つ
い
て
は
、

ズ
に
従
っ
て
い
る
が
、
そ
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
動
機
づ
け
志
向
と
価
値
志
向
を
明
示
的
に
区
別
せ
ず
、
①
認
識
的
志
向
、
②
カ
セ

一
五
八
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2
7
)

。

ク
シ
ス
的
ま
た
は
情
動
的
志
向
、
⑥
評
価
的
志
向
、

(
2
)
 

の
三
Q

を
あ
げ
て
い
る

(
C
P
S
,
3
6
1
 ;
 C
C
,
 1
5
)

。

一
五
九

(cc, 

そ
の
一
は
政
治

る
知
識
と
信
念
、
②
は
同
様
に
感
情
、
⑱
は
同
様
に
価
値
判
断
と
意
見
で
あ
っ
て
、
価
値
尺
度
と
価
値
基
準
が
情
報
お
よ
び
感
情
と

結
合
し
た
も
の
で
あ
る

(
C
C
,
1
5
)

。

政
治
的
志
向
の
客
体
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
区
別
が
さ
れ
て
い
る
。
①
政
治
体
系
全
体
、

⑱
政
治
体
系
の
構
成
部
分
す
な
わ
ち
、
①
特
定
の
役
割
・
構
造
、
直
役
割
保
持
者
、
憚
政
策
執
行
、
⑥
行
為
者
と
し
て
の
自
我
。
②

の
部
分
を
入
力
客
体
、
出
力
客
体
に
区
別
す
る
。
こ
れ
は
、
入
力
の
処
理
に
第
一
次
的
に
た
ず
さ
わ
る
客
体
、
同
様
に
、
出
力
の
処

理
に
第
一
次
的
に
た
ず
さ
わ
る
客
体
の
意
味
で
あ
る
。
か
く
し
て
図
の
よ
う
な
「
政
治
志
向
の
諸
次
元
」
が
え
ら
れ
る

(cc,
16)。

ア
ー
モ
ン
ド
11

ヴ
ァ
ー
バ
は
、
国
民
社
会
メ
ン
バ
ー
の
適
当
な
サ
ン
プ
ル
を
抽
出
し
て
こ
れ
ら
の
諸
次
元
の
調
査
を
お
こ
な
い
、
政

治
志
向
と
政
治
文
化
の
定
量
的
な
分
析
と
比
較
を
試
み
る
べ
き
だ
と
す
る
。
政
治
学
に
お
け
る
伝
統
的
な
正
統
性
理
論
は
、
主
と
し

て
、
正
統
性
根
拠
に
つ
い
て
価
値
判
断
を
試
み
る
こ
と
を
主
題
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
ー
モ
ン
ド
ら
の
政
治
文
化
論
は
、

(
3
)
 

い
わ
ば
正
統
性
へ
の
操
作
論
的
な
比
較
文
化
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
も
の
と
し
て
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
注
意

す
る
。

す
べ
き
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
第
一
に
、
政
治
文
化
は
、
通
常
不
等
質
的
で
あ
っ
て
内
部
に
恒
常
的
か
つ
意
味
の
あ
る
分
裂
が
存
在

・

サ

プ

・

カ

ル

チ

ュ

ア

(
4
)

つ
ま
り
、
複
数
の
下
位
文
化
を
内
包
し
て
い
る

(cc,
2
7
)
。
下
位
文
化
の
分
裂
に
は
二
つ
の
型
が
あ
る
。

体
系
の
構
造
に
対
し
て
は
と
も
に
忠
誠
的
だ
が
、
政
策
に
対
し
て
持
続
的
に
志
向
を
異
に
す
る
い
く
つ
か
の
人
口
層
が
存
在
す
る
場

合
、
そ
の
二
は
、
複
雑
性
を
異
に
す
る
い
く
つ
か
の
型
の
政
治
志
向
が
そ
れ
ぞ
れ
相
当
の
比
率
を
し
め
、
混
合
さ
れ
て
い
る
政
治
文

化

(
s
y
s
t
e
m
i
c
a
l
l
y
m
i
x
e
d
 pol. 
cul.)

に
お
け
る
分
裂
で
、
こ
れ
は
さ
ら
に
垂
直
的
分
裂
と
水
平
的
分
裂
に
分
類
さ
れ
る

こ
の
関
連
で
要
求
ー
入
力
と
政
策
ー
出
力
の
内
容
が
問
題
に
な
る
。
こ
れ
は
政
治
問
題
で
の
核
心
的
問
題
で
あ
る
が
、
全
面

的
な
取
扱
い
は
厖
大
な
仕
事
と
な
る
。
注
意
す
べ
き
第
二
は
、
政
治
体
系
が
発
達
さ
せ
て
い
る
専
門
的
役
割
構
造
が
、
あ
る
文
化
的

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

①
は
政
治
的
客
体
に
対
す
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認

情

評

＿
 識
動

価

1 
一般的客体として
の政治体系

入
2 
カ客 体 出

3 
力客体

4 
客体としての自我

結
局
、
そ
の
政
治
構
造
の
安
定
性
ー
不
安
定
性
の
判
断
に
つ
な
が

化
に
適
合
的

(
c
0
n
g
r
u
e
n
t
)

ま
た
は
適
当
し
て
い
る

(
a
p
p
r
o
p
r
i
a
t
e
)

と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
政

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

不
均
質
性
を
生
み
出
す
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
こ
れ
ら
の
役
割
を
遂
行
す
る
エ
リ
ー
ト
が
特
定
の
下

位
政
治
文
化
か
ら
補
充
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
、
役
割
へ
の
誘
導
過
程
が
か
れ
ら
に
独
自
な
政
治
文

化
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
、
を
主
た
る
源
泉
と
す
る
。

も
分
裂
が
あ
る
。
ア
ー
モ
ン
ド
11
ヴ
ァ
ー
バ
は
、
こ
れ
を
、
構
造
的
志
向
に
お
け
る
差
異
と
政
策
的
志

向
に
お
け
る
差
異
で
分
類
す
る

(cc,
2
9
-
3
0
)
。

理
論
的
に
は
、
政
治
志
向
の
諸
次
元
に
つ
い
て
そ
の
頻
度
の
実
証
的
な
観
測
結
果
が
代
入
さ
れ
、
か

く
し
て
え
ら
れ
た
行
列

(
m
a
t
r
i
x
)

に
よ
っ
て
政
治
文
化
が
特
性
づ
け
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、

型
政
治
文
化
、

メ
ン
バ
ー
の
肯
定
的
な
関
心
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
、

か
れ

ら
は
こ
の
行
列
に
お
け
る
頻
度
分
布
の
理
想
型
的
な
三
つ
の
場
合
を
と
り
出
し
、
こ
れ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
、

①
地
方

(
p
a
r
o
c
h
i
a
l
)

型
政
治
文
化
、
⑨
臣
民

(
s
u
b
j
e
c
t
)

型
政
治
文
化
、
③
参
加

(
p
a
r
t
i
c
i
p
a
n
t
)

(
5
)
 

と
命
名
し
て
い
る

(cc,
1
7ー

2
0
)
。
さ
ら
に
か
れ
ら
は
、
こ
の
三
基
本
型
を
手
が
か
り

に
、
政
治
構
造
の
政
治
文
化
に
対
す
る
適
合
性

(
c
o
n
g
r
u
e
n
c
y
)

の
問
題
に
歩
を
進
め
る
。
大
多
数
の

そ
の
政
治
構
造
は
政
治
文

治
構
造
の
適
合
性
ー
不
適
合
性
は

る
と
考
え
ら
れ
る

(cc,
2
1ー

2
3
)
。
適
合
性
概
念
の
真
の
狙
い
は
政
治
構
造
の
安
定
性
を
問
題
に
す
る

と
こ
ろ
に
あ
る
。
さ
き
の
三
つ
の
基
本
型
に
適
合
し
安
定
し
う
る
政
治
構
造
は
、
①
地
方
型
政
治
文
化

は
体
系
の
作
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

（
例
、
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
の
官
僚
制
の
差
異
）
。
役
割
文
化
に

エ
リ
ー
ト
の
政
治
文
化
的
差
異

一
六
〇
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徴
な
の
で
あ
る

(cc,
3
1ー

3
2
)
。

↓
伝
統
的
政
治
構
造
、
②
臣
民
型
政
治
文
化
↓
集
権
化
さ
れ
た
権
威
主
義
的
構
造
、
⑧
参
加
型
政
治
文
化
↓
民
主
的
政
治
構
造
、

あ
る

(cc,
2
1
)

。

一六

こ
れ
に
対
し
て
、
⑯
は
比
較
的 で

し
か
し
通
常
政
治
文
化
は
内
部
的
に
分
裂
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
不
均
質
的
で
あ
る
。
と
く
に
問
題
に
な
る

の
は
、
複
雑
性
を
異
に
す
る
い
く
つ
か
の
型
の
政
治
文
化
が
そ
れ
ぞ
れ
相
当
比
率
で
混
合
さ
れ
て
い
る
「
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
に
混
合
さ

れ
た
政
治
文
化
」
の
場
合
で
あ
る
。

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

ア
ー
モ
ン
ド
11
ヴ
ァ
ー
バ
は
、

(
t
h
e
 
civic 
c
u
l
t
u
r
e
)

と
呼
ぶ

(cc,
6
£
・
"
3
1
)

。

歴
史
的
事
実
を
考
慮
し
つ
つ
さ
き
の
基
本
類
型
を
用
い
て
こ
の

型
の
政
治
文
化
と
し
て
主
要
な
三
つ
の
型
を
あ
げ
る
⑥
地
方
ー
臣
民
型
政
治
文
化
、
⑯
臣
民
ー
参
加
型
政
治
文
化
、
＠
地
方
ー
参
加

型
政
治
文
化
が
そ
れ
で
あ
る

(cc,
2
3
-
2
6
)
。
た
と
え
ば
、
多
く
の
新
興
国
は
的
に
属
し
、
楠
造
は
参
加
型
文
化
に
適
合
し
た
形
態

の
も
の
を
と
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
政
治
文
化
は
地
方
型
が
圧
倒
的
で
あ
る

(cc,
2
6
)
。

に
未
分
化
な
社
会
的
単
位
か
ら
王
国
が
建
設
さ
れ
る
場
合
を
典
型
と
す
る
。
地
方
ー
臣
民
型
に
も
種
々
の
ヴ
ァ
ラ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
、

そ
の
一
方
の
極
は
プ
ロ
シ
ャ
絶
対
主
義
で
あ
り
、
他
の
極
は
オ
ッ
ト
マ
ン
帝
国
で
あ
る

(cc,
2
3ー

2
4
)
。
臣
民
型
か
ら
参
加
型
へ
の

移
行
段
階
で
生
じ
る
混
合
型
の
種
々
な
形
態
は
西
欧
に
み
ら
れ
る
。
重
要
な
こ
と
は
、

だ
が
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
参
加
型
の
政
治
文
化
が
発
達
し
た
こ
と
で
あ
る
。

と
く
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
典
型
的
な
こ
と

ア
ー
モ
ン
ド
11
ヴ
ァ
ー
バ
は
こ
れ
を
「
市
民
文
化
」

こ
の
文
化
は
通
常
そ
の
合
理
性
と
政
治
的
積
極
性
に
よ
っ
て
特
色
づ
け
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
一
面
的
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
伝
統
性
や
受
動
性
と
均
衡
を
保
っ
て
い
る
こ
と
こ
そ
そ
の
本
質
的
特

制
度
的
構
造
の
整
備
や
、
民
主
制
を
促
進
す
る
と
み
ら
れ
る
社
会
・
経
済
的
諸
条
件
の
水
準
向
上
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
。
し

(
6
)
 

か
し
、
他
の
人
々
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
民
主
主
義
の
生
死
を
決
す
る
の
は
む
し
ろ
眼
に
み
え
難
い
市
民
文
化
と

民
主
的
態
度
ま
た
は
市
民
的
徳

(
t
h
e
civic 
v
i
r
t
u
e
)

で
あ
る
。
従
来
の
民
主
主
義
研
究
に
は
大
き
い
欠
陥
が
あ
る
。
政
治
教
育
の
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実
証
す
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

民
文
化
ー
五
つ
の
国
民
社
会
に
お
け
る
政
治
的
態
度
と
民
主
主
義
』

（
一
九
六
一
＿
一
年
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
研
究
は
、
若
干
問

こ
の
最
も
重
要
な
戦
略
的
目
標
を
見
失
い
が
ち
で
あ
る
か
ら
だ
。
ま
た
「
市
民
教
育
」
は
往
々
に
し
て
政
治
文
化
の
科
学
的
研
究
と

い
う
基
礎
を
欠
い
て
い
る
。
民
主
主
義
の
政
治
文
化
論
的
研
究
は
、
今
日
の
世
界
が
A
.
A
諸
国
を
中
心
と
す
る
檄
し
い
「
政
治
参

(
7
)
 

加
革
命
」
に
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
特
に
大
き
い
実
践
的
必
要
性
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
単
に
新
興
諸
国
に
お
け
る
政
治
変

動
の
行
方
を
見
定
め
、
「
援
助
」
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
先
進
諸
国
自
身
の
政
治
的
健
康
状
態
を
診
断
し
欠
陥
を
治
療
す
る
た
め
に

も
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
ア
ー
モ
ン
ド
と
ヴ
ァ
ー
バ
は
、
か
く
し
て
、
現
代
的
な
調
査
技
術
を
駆
使
し
て
政
治
学
の
古
典
的
な
テ
ー
マ

(
8
)
 

へ
の
接
近
を
試
み
る
。
そ
の
成
果
の
一
部
が
、
計
画
か
ら
調
査
と
分
析
的
研
究
を
経
て
公
刊
さ
れ
る
ま
で
に
五
ヵ
年
を
要
し
た
『
市

題
は
な
く
も
な
い
が
、
啓
示
に
み
ち
た
素
晴
し
い
成
果
を
あ
げ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
ア
ー
モ
ン
ド
の
政
治
文
化
概
念
の
有
効
性
を

機
制
に
し
て
も
、

^
A
C
C
"
の
方
向
づ
け
を
う
け
て

^
^
D
A
C
P
"
に
お
い
て
よ
う
や
く
、

た
だ
、
政
治
文
化
が
一
般
文
化
体
系
や
社
会
体
系
、
経
済
体
系
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
体
系
と
の
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
、
に
つ

い
て
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
分
析
図
式
は
、
ま
だ
ァ
ー
モ
ン
ド
ら
に
よ
っ
て
も
開
発
さ
れ
て
い
な
い
。
政
治
体
系
と
の
関
係
に
お
け
る

シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
分
析
が
方
向
づ
け
ら
れ

た
ば
か
り
で
あ
る
。
政
治
文
化
理
論
は
、
理
論
と
し
て
は
ま
だ
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
な
段
階
に
あ
る
。
し
か
し
、
将
来
に
お
け
る
そ
の
成

(
9
)
 

長
に
は
期
し
て
待
っ
べ
き
も
の
が
あ
る
と
思
う
。

(

1

)

政
治
文
化
は
、
通
常
、
あ
る
国
民
社
会
に
お
け
る
メ
ン
バ
ー
が
政
治
体
系
に
関
し
て
抱
い
て
い
る
型
相
的
な
観
念
、
感
情
、
評
価
の
分
布
状
態
の
こ
と
で
あ
る

が
、
か
な
ら
ず
し
も
政
治
体
系
に
固
着
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
志
向
の
型
相
は
、
政
治
体
系
の
境
界
を
こ
え
て
移
動
し
う
る

(
C
P
S
,
3
6
1
)
。
．
ま
た
政
治
文
化

は
一
般
文
化
と
関
係
は
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
は
区
別
さ
れ
る
相
対
的
自
律
性
を
も
つ
。
政
治
文
化
は
一
般
文
化
か
ら
、
認
識
的
・
知
的
要
素
と
環
境
へ
の
適
応
と

い
う
性
格
を
よ
り
強
く
も
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る

(
C
P
S
,
3
6
1
)
。
な
お
、
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
政
治
文
化
の
関
係
に
つ
い
て
は
ア
ー
モ
ン
ド
は

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

一六
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政
治
体
系
の
メ
ソ
バ
ー
の
大
多
数
が
、
政
治
志
向
の
す
べ
て
の
次
元
に
お
い
て
関
心
を
示
さ
な
い
も
の
が
地
方
型
、
政
治
体
系
全
体
の
運
命
と
出
力
を
つ
か
さ
ど
る

客
体
と
し
て
の
権
力
者
に
は
積
極
的
関
心
を
も
つ
が
、
入
力
と
積
極
的
参
加
に
は
関
心
を
示
さ
な
い
も
の
が
臣
民
型
、
す
べ
て
の
次
元
に
お
い
て
積
極
的
な
の
を
参

加
型
、
と
呼
ぶ
わ
け
で
あ
る
。

(
6
)
C
f
.
 e.g. C. J
•
Fは
民
r
i
c
h
,
D
e
r
 V
e
r
f
a為
ungstaat
der Neuzeit, 
1953 ;
 
ibid., 
D
e
m
o
k
r
a
t
i
e
 als 
Herrschaft u
n
d
 L
e
b
e
n
s
f
o
r
m
•
1
9
5
9

〔
小

山
博
也
訳
、
一
九
六
四
年
）
．

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

婦岡棒

皆邪辻•

腿陸陸

........ 0 

,_. 0 0 

,_.←』 0

一六一

,_.。。

晶
露
蕊
砕
呼

A
辻
桝
斉

圧
辻
塙
斉

鷲
蘭
菩
付
蛉
旨
蝉

ド

L
A
0
皿
燐

語
っ
て
い
な
い
が
、
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
対
自
的
に
―
つ
の
思
想
的
体
系
に
ま
で
昇
華
さ
れ
客
観
化
さ
れ
た
観
念
、
感
情
、
評
価
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
政
治
文

化
は
内
容
的
に
は
い
わ
ぱ
無
体
系
の
体
系
と
い
う
べ
き
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
多
数
の
人
々
の
社
会
ー
心
理
的
状
態
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
両
者
が
内
容
的
に
き
わ
め
て
近
接
し
、
極
端
な
湯
合
に
は
、
完
全
に
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
で
は
な
い
が
、
現
実
の
昇
華
物
と
し
て
の

政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
政
治
文
化
と
の
間
に
は
時
間
的
な
ラ
グ
か
ら
く
る
ギ
ャ
ッ
ブ
が
存
在
す
る
の
が
つ
ね
で
あ
る
。
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
政
治
文
化
の
一
成
分

た
る
結
晶
物
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
政
治
文
化
が
組
織
さ
れ
る
傾
向
が
現
代
で
は
顕
著
で
あ
り
、
論
者
に
よ
っ
て
は
、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
ア
ー
モ
ソ
ド
的
意
味
に
お
け
る
政
治
文
化
を
含
意
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
比
較
政
治
学
者
で
そ
の
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
1
概
念
を
用
い
つ
つ
、
政
治

構
造
と
そ
の
文
化
的
下
部
構
造
の
関
連
づ
け
を
意
識
的
に
お
こ
な
っ
て
い
る
の
は
、

K
・
レ
ー
ヴ
ェ
ソ
シ
ュ
ク
ィ
ソ
で
あ
る
。
拙
稿
「
K
・
レ
ー
ヴ
ェ
ソ
シ
ュ
ク
ィ

ン
の
政
治
体
系
理
論
」
（
『
法
学
論
集
』
第
一
四
巻
第
四
・
五
・
六
合
併
号
所
収
、
一
九
六
五
年
二
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(2)S•H. 

Beer̀

日
1d
A
.
 U
l
a
m
 eds., 
Patterns of 
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
"
T
h
e
 M
a
j
o
r
 Politiral 
S
y
s
t
e
m
s
 of Europe, 1958疇

p.
12.
も
、
西
盆
g
す
允
正

の
構
成
要
素
と
し
て
り
価
値
、
固
信
念
、
固
感
情
的
態
度
を
あ
げ
て
い
る
。
ビ
ー
ア
の
湯
合
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
政
治
体
系
の
目
標
に
か
か

わ
る
部
分

(conception
of p
u
r
p
o器
）
と
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
・
手
続
に
か
か
わ
る
部
分

(8nception
of 
authority)
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。

(
3
)

正
統
性
へ
の
こ
れ
と
類
縁
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、

S.

M. Lipset, 
Political 

Man, 1960 (
内
山
秀
夫
訳
、
一
九
六
三
年
）
;

L. 
Pye, Politics, 

P
9
8
n巴
ity'and
Nation Building, 
1962; D. Apter, T
h
e
 Politics0f
ァ
4219nization,
1965.
な
ど
が
あ
る
。

(

4

)

こ
の
術
語
は

R
・
リ
ン
ト
ン
か
ら
え
た
も
の
で
あ
る
。

Cf.
R. Lintg•The 

Cultural 
B
a
c
k
g
r
o
u
n
d
 of Personality, 
1945 (
清
水
幾
太
郎
・
犬
養

康
彦
訳
、
一
九
五
二
年
）
．

(
5
)

こ
れ
ら
を
図
に
示
せ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
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と
に
関
し
て
、
短
い
感
想
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

て
き
た
。
ア
ー
モ
ン
ド
の
政
治
体
系
理
論
は
、

結

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

以
上
、
わ
れ
わ
れ
応
、
機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
例
を
G
.
A
・
ア
ー
モ
ン
ド
の
理
論
に
求
め
て
、
そ
の
枠
組
構
成
を
検
討
し

さ
れ
た
す
こ
ぶ
る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
理
論
体
系
で
あ
っ
て
、
本
稿
で
は
そ
の
一
部
し
か
取
上
げ
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
か
れ

の
理
論
の
基
本
的
態
様
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
か
と
思
う
。
そ
こ
で
、
最
後
に
こ
れ
ま
で
の
範
囲
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

ア
ー
モ
ン
ド
の
政
治
体
系
理
論
は
、
比
較
政
治
学
へ
の
体
系
理
論
の
導
入
と
し
て
着
手
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

語

(

7

)

ア
ー
モ
ソ
ド
は

"
C
P
S
"
に
お
い
て
、
現
代
世
界
の
主
要
な
政
治
体
系
を
、
そ
の
政
治
文
化
の
側
面
に
着
目
し
て
、
四
つ
に
分
類
し
て
い
る

(
C
P
S
,
3
4
)
"
 

mァ
ソ
グ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
型
（
若
干
の
英
連
邦
諸
国
を
含
む
）
、
団
大
陸
ョ
ー
ロ
ッ
パ
型
（
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
、
ベ
ネ
ル
ッ
ク
ス
諸
国
を
除
く
）
、
固
前
ー
工
業
型

（
部
分
的
に
工
業
化
が
実
現
し
て
い
る
諸
国
を
含
む
）
、
り
全
体
主
義
型
（
代
表
的
な
の
は
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
、
ス
ク
ー
リ
ン
時
代
の
ソ
連
）
。
ア
ー
モ
ソ
ド
に
よ
れ

ば
、
今
後
数
十
年
の
世
界
各
国
の
公
共
政
策
の
中
心
問
題
は
、
団
に
属
す
る
諸
国
が
ど
の
よ
う
な
種
類
の
参
加
型
の
政
治
文
化
を
選
ぶ
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
と
さ
れ
る

(cc,
3
,
4
)
。

(

8

)

ァ
ー
モ
ン
ド
は
、
市
民
文
化
の
科
学
的
な
研
究
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
か
れ
が
シ
カ
ゴ
大
学
に
在
学
し
て
い
た
こ
ろ
の
体
験
か
ら
え
た
と
語
っ
て
い
る
。
と

く
に
チ
ャ
ー
ル
ス

•
E

・
メ
リ
ア
ム
は
、
行
動
論
的
ア
ブ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
「
市
民
教
育
」
の
重
要
性
を
強
調
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
若
い
ア
ー

モ
ン
ド
に
強
い
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た

(
C
C
,
vii)
。
と
す
れ
ば
、
か
れ
の
政
治
文
化
概
念
は
二

0
年
以
上
の
前
史
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

(
9
)
"
C
C
,
"
 1
9
6
3
の
二
年
後
、
同
一
の
方
法
的
構
想
に
も
と
づ
く
一
共
同
研
究
が
公
刊
さ
れ
た
。

L.
W
.
 P
y
e
 a
n
d
 
S. 
V
e
r
b
a
 
eds., 
Political 
Culture 

g
d
 Political 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
,
 

1965
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
バ
ー
グ
ホ
ー
ン
、
ウ
ォ
ー
ド
、
ラ
パ
ロ
ン
バ
ラ
、
ラ
ス
ト
ウ
、
ビ
ン
ダ
ー
ら
を
動
官
や
二
て
、
日

本
、
英
国
、
ド
イ
ツ
、
ト
ル
コ
、
イ
ン
ド
、
ニ
チ
オ
。
＾
ア
、
イ
ク
リ
ー
、
メ
キ
シ

n
、
ニ
ジ
プ
ト
、
ソ
連
の
政
治
文
化
を
国
別
的
に
分
析
し
、
総
論
を
。
＾
イ
が
、

理
論
的
綜
括
を
ヴ
ァ
ー
バ
が
担
当
執
筆
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
ア
ー
モ
ン
ド
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。
ヴ
ァ
ー
バ
が
、
ア
ー
モ
ン
ド
と
の
協
同
論
文

"National

Revolutions and PolitigI C
a
m
m
i
g
g
t
ぺ

in

H. Eckstein ed., 
E
器
ays
o
n
 Internal 
W
a
r
,
 1
9
6
4

で
の
「
忠
誠
の
ス
イ
ッ
チ
転
換
」
と
い
う
問

題
意
識
を
「
信
念
の
可
変
性
」
と
し
て
一
般
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る

(cf.
pp. 5
2
8
£
.
)
。

マ
ク
ロ
理
論
、
政
治
文
化
論
、
ミ
ク
ロ
理
論
、
政
治
変
動
論
の
四
つ
の
柱
か
ら
構
成

一
六
四

一
九
五
六
年
の
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論
文
か
ら
一
九
六
五
年
の
論
文
に
至
る
約
一

0
年
間
の
継
続
的
な
努
力
に
よ
っ
て
、
段
階
的
に
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
現
在
の
と
こ
ろ
分
析
枠
組
と
し
て
も
決
定
版
と
み
ら
る
べ
き
も
の
は
ま
だ
生
れ
て
い
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

(
1
)
 

あ
っ
て
、
六
五
年
論
文
の
図
式
に
し
て
も
多
く
の
問
題
を
蔵
し
、
暫
定
的
・
中
間
報
告
的
色
彩
が
強
い
。
お
そ
ら
く
ア
ー
モ
ン
ド
は
、

近
い
将
来
に
、
こ
れ
を
改
訂
し
た
図
式
を
発
表
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
多
分
、
能
力
分
析
の
視
座
か
ら
入
カ
ー
変
換
ー
出

力
図
式
を
よ
り
整
合
的
に
適
用
し
、

と
く
に
変
換
機
能
に
つ
い
て
慎
重
な
考
慮
が
払
わ
れ
た
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
環

ホ
リ
ゲ
ン
ト

境

(11他
の
諸
体
系
）
と
体
系
と
の
相
互
作
用
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ミ
ク
ロ
政
治
の
地
平
が
大
き
い
テ
ー
マ
と
な
っ
て
く

る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
か
れ
の
構
成
し
た
政
治
文
化
概
念
は
、
ミ
ク
ロ
と
マ
ク
ロ
の
二
つ
の
地
平
を
連
絡
す
る
媒
介
変
数
と
し
て

精
密
な
分
析
図
式
と
一
般
理
論
の
発
達
は
、
人
類
の
政
治
生
活
に
関
す
る
理
解
と
洞
察
を
全
体
的
で
確
実
な
も
の
に
す
る
が
、
基

礎
理
論
の
研
究
は
、
比
較
視
座
を
有
す
る
実
証
的
研
究
と
の
相
互
尊
重
と
相
互
交
流
の
条
件
が
保
た
れ
る
と
き
、
も
っ
と
も
生
産
的

で
あ
る
。
ア
ー
モ
ン
ド
は
そ
の
良
い
実
例
を
提
供
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
関
連
で
印
象
的
な
の
は
、

諸
科
学
と
の
理
論
的
交
流
に
つ
と
め
、
統
一
科
学
的
見
地
か
ら
政
治
学
研
究
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
み
た
よ

ヽ`

 

こ，
 

{？ 

一
六
五

か
れ
が
隣
接

か
れ
の
政
治
体
系
理
論
と
政
治
文
化
理
論
に
対
す
る
。
ハ
ー
ソ
ン
ス
ら
の
「
行
為
の
一
般
理
論
」
の
寄
与
は
著
大
な
も
の
が
あ

る
が
、
最
近
で
は
自
然
科
学
的
シ
ス
テ
ム
理
論
＇
~
そ
れ
は
。
ハ
ー
ソ
ン
ス
の
機
能
的
体
系
理
論
よ
り
も
も
っ
と
一
般
的
で
あ
る
ー
~

の
積
極
的
な
吸
収
を
試
み
る
に
至
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
に
は
、
大
規
模
な
面
接
調
査
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
大
量
の
デ
ー

ク
を
処
理
し
た
こ
と
に
関
連
す
る
様
々
な
経
験
が
あ
ず
か
っ
て
力
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
自
身
に
多

く
の
こ
と
を
示
唆
す
る
が
、
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
密
度
の
高
い
標
準
的
な
政
治
体
系
の
一
般
的
模
型
の
出
現
も
、
そ
う
遠
い
将
来
の

機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

偉
力
を
発
揮
す
る
に
ち
が
い
な
い
。
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機
能
的
政
治
体
系
理
論
の
一
断
面

こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
政
治
体
系
理
論
に
関
す
る
ア
ー
モ
ン
ド
の
成
果
を
跡
づ
け
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ

の
こ
と
を
確
信
す
る
の
で
あ
る
。

(
1
)
D
・
ア
プ
ク
ー
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
機
能
主
義
的
政
治
体
系
理
論
は
と
く
に
機
能
的
要
件
分
析
に
お
い
て
大
き
い
困
難
に
直
面
す
る
の
で
あ
っ
て
、
ア

ー
モ
ン
ド
の
理
論
的
足
跡
も
そ
れ
を
裏
書
し
て
い
た
。
C
f
•
D
.

A
p
t
e
r
,
 T
h
e
 Politics 
of 
M
o
d
e
r
n
i
z
a
t
i
o
n
`
1
9
6
5
,
 pp. 2
2
3
 
f
.
機
能
的
範
瞬
化
の
暫
定
性
は

機
能
主
義
に
と
っ
て
本
質
的
で
あ
り
、
不
可
避
的
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
機
能
主
義
の
弱
点
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
長
所
と
み
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。

一
六
六
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